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はじめに

箪者は、 昨年本苫において、 窟山県内の小中学校

における立山登山の歴史を考察した。 本稿ではその

続編として、 窃山県内の旧制中学校における立山登

山の歴史を考察する。 多くの旧制中学校では「校友

会誌」が毎年発行されて、 様々な活動記録が記され

ている。 そのなかに、 登山記録も多く掲載されてい

る。 明治及び大正初期には、 個人的な登山旅行記が

掲載されているが、 のちには教諭引率による登山が

行われるようになり、 生徒の手によって詳細にしか

も感想を交えて記録されるようになった。 それらの

手記の分析によって、 旧制中学校における学校登山

の実態を明らかにして、 そのなかにおける立山登山

の意義を考えてみたい。

ところで、旧制中学校における登山を考える場合、

同好者によるクラプ的な登山も盛んであり、 学校行

事としての登山との区別がつきにくいという問題が

ある。 この問題に関しては、 祗本勲同志社女子大学

教授による先行研究がある。 橋本氏は、『我が国に

おける野外教育の歴史についての研究ー （第1報）

野外教育の見地から見た学校登山について一』 l
) と

題する論文で、「学校教育の一環として実践される

全ての登山活動を学校登山と定義しておきたい。 そ

れ故に学校登山は学校行事の一つとして行われる登

山と山岳部あるいは登山部等のクラブ組織による課

外活動の一つとして行われる登山を包含し、 スポ 一

ツ登山の両極端にまたがつている。 … 狭義には、 学

校行事として行われる登山のみを示す。」と、 学校

登山を定義している。 そして、 明治後期から登山が

学校教育の中に入ってきた過程として、「第ーには

学者、 教師、 学生の研究あるいは学生、 生徒の校外

教授として、 第二には夏期休暇の有効な利用法とし

て登山が行われるようになった」とし、「登山は辿

足や旅行のもつ教育的価値を受け維いでくる」と指

摘している。 ところが、「大正期になるとスポ 一 ツ

としての登山という要索が大きくなり始め」、「発足

した時は学校行事的性格をもっていたものが、 名称

が改められると共に登山、 旅行に興味をもった者の

集ったクラプとしての性格が強くなっていったよう

である」とも述べている。 本稿では、 橋本氏の定義

を採用して、 窃山県の旧制中学校の場合どのような

特徴が見られるのかを明らかにしてみたい。

検討する学校としては、 校友会誌の査料が盟窃に

確認できる富山中学校・魚津中学校・砺波中学校を

主に取り上げる。 高岡中学校については、 同校の泉

治夫教諭が「高岡中学・高岡高校百年史」 21 で詳述

していることもあり、 ここでは簡単にふれるにとど

めたい。

富山県では、 立山に登って一人前と見なす風習が

古＜からあったといわれている。 立山登山は、 地域

が主体となって青年に対して行う重要な教育的行事

であった。 近代以降、 学校教育制度が整備され、 学

校が百年の教育を担うようになると、 立山登山の有

り様も当然変わらざるを得ない。 学校による立山登

山は、 戦後いっそう広まり、 多くの富山県人が経験

していることである。 その出発点を見直してみるこ

とも意義のあることではないだろうか。
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富山中学校における学校登山

1 . 1 学校登山の開始

1. 1. 1 初めての学校登山

窟山中学校は、 明治18年、 窃山県で最初の中学校

として開校した。 立山を問近に見る場所に立ってい

窃山中学校は、 明治18年、 富山県で最初の中学校

として開校した。 立山を問近に見る場所に立ってい

ることもあって、 学校登山が始まる以前から、 登山

趣味が広まつていたようである。 近代登山の先駆者

的存在として知られる小杉復棠は、 明治33 年から明

治45年の間、 窃山中学校に在藉して、 生徒に漠文を

教えるかたわら登山を続け、 その登山記を同校校友

会誌『文武会報」に掲載している叫また、「文武

会報」には、 明治38年以降、 生徒の個人的な登山記

も多く掲載されている °。 このように登山趣味を鼓

舞するような雰囲気のなかで、 県内で最初に学校行

事として登山が行われることになった。

窟山中学校の学校登山は、 大正4年に始まる。 大

正4年 12月発行の『文武会報27号」には「立山登山

隊ー陸上競技部」という見出しで写真が掲載されて

いるだけで、 詳細は不明である。 しかし、 この年の

4月に文武会規約が改正され、 文武会組織の中に陸

上運動部が新設されて、「巡動会徒歩練習辿足登山

等二関スル事項ヲ掌ル」こととなって、 この年から

陸上競技部の中に登山活動が組み込まれることにな

った I) 。 またこの年から、 陸上競技部は文武会会計

から登山等の 名目で支出を認められているいことか

らも、 和極的に登山活動を行うようになったと考え

られる。

また、 この大正4年の立山登山について、 当時の

新岡に次のような記事が載っている。 窃山中学校か

らの各述動部の紹介記事の中で、「最後に今一つ殊

杏すべきは今年より陸上述動部にては新しき試登山

（ママ）である。 今年は最初として地方人の最も崇拝

匝き立山を選んだ。 硲染の始め三十名の予定に百五

名の多きに達した。此の一時如何によ＜我校の元気

8 

を現したる事よ」＂とある。 他の新聞にも、「八月

五日樋口山田平井三教諭監督の下に立山登山隊三十

名」8) とある。 ー方、「文武会報27号」に掲載され

た写真には、 黒い服を沿た教師らしき人物3名と生

徒24名が写っている。 このようなことから、 窃山中

学校では、 大正4年から学校登山が行われ、 その第

1回が立山登山であったことと、教師3名の引率で、

全校生徒から参加者を経集した結果、 30名近くの生

徒が参加したと言っていいだろう。 また、 約百 名の

希望者がいたということで、 立山登山へのあこがれ

が強かったことが窟える。

1 . 1 . 2 当時の部活動

ところで、 大正4年に文武会規約が改正された理

由として、『百年史」では次のように指摘している。

すなわち、 明治41年に対抗試合の自粛の指祁が文部

省より出されて以来、 窃山県内では学校対抗の各種

大会が自粛されていた。 ところが、 大正2年、 冨山

中学校が野球の対外試合に参加しないことを新聞で

批判されたことをきっかけとして、 対外試合禁止が

解かれることになった。 この対外試合の解禁に合わ

せて大正4年4月、 文武会規約が改正され、 この年

から栢極的にスポ 一 ツを奨励し、 校内大会を開くと

ともに対外試合にも茄極的に参加するようになった

9 I。このようにスポ 一 ツが奨励されるようになって、

登山も計画されることになったのである。 このよう

な動きは全国的な傾向でもあった叫

また当時は、「文武会が主他する行事は学校行事

でもあり、 文武会各部はその学校行事でもあるそれ

ぞれの大会や小会を主他することが任務であった。

それ故、 各部には部長 （校長が教師から任命） ．理

事（委貝の中で互遥） ．委員（各組より選挙で返出）

の役貝がいて、 各部にかかわる行事を行ったが、 部

貝がいないのが普通であった。 全校生徒は文武会只

として各部が行う行事のすべてに参加することが建



て前であった」日）。 それゆえ、 大正4年に作られた

陸上談技部も、 迎動会．辿足・登山などを主佃する

もので、 現在のような陸上競技部でなかった。

しかし、 各種大会が増え、 他校との試合が多くな

り、 高い技術が要求されるようになれば、 平索から

その競技を練習しなければならないようになってい

った。 こうして、 文武会の各部は、 同好者を中心に

遥手制をとる現在の部活動的なものになっていっ

た。 入部の任意化を通して、 迎動は楽しみであると

いう「文化的自由主義」の気分が形成されていった

121 。 ー方、 対外試合がないような部では、 従来のよ

うに校内で大会や行事を主他することが続いた。 そ

の典型が、 登山であろう。 他の学校でも見られるこ

とであるが、 登山については、 後々まで全校生徒か

ら参加を硲ることが続いた。 しかしやがて、 同好者

が梨まつてより困難な登山を目指す動きもでてき

て、 現在の部活動につながつていく。

1 . 2 学校登山の展開

1 . 2. 1 初期の学校登山

富山中学校では、 大正4年から毎年、 登山が実施

された。 概要は（第l表） の通りで、 大正6年には

立山と窃士山、大正7年には立山と窃士山と白馬岳、

大正12年には立山と白山の登山隊が編成された以外

は、 昭和初年まで立山登山だけがほとんど毎年、 7

月下旬から8月上旬に行われた。

大正7年の3 つの登山については、 「投用は総額

で立山登山は97円 6銭、 直士登山は110円42銭、 白

馬登山は71円52銭かかっているが、生徒 1人当たり、

立山で 2円 、 富士で11円 98銭、 白馬で10円徴収し、

残りは文武会より支出している。」 131。 また、 大正

6年の富士登山のときには、 校長の見送りを受けて

いる。 大正7年の白馬登山のときには、 何人かの先

生に見送られて学校から出発している。 このような

ことからも、 これらの登山が全く個人的なものでは

なかったことがわかる。

しかし、 立山以外の登山は継続しなかった。 その
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理由としては、 経究がかかりすぎることと、 引率を

引き受ける先生が見つけに＜かったことが考えられ

る。 大正6年の窟士登山と大正7年の白馬登山は、

どちらも樋口教諭が引率している。 樋口は、 大正4

年の第1回立山登山でも引率している人物である。

樋口が引率を引き受けることで、 これらの登山が可

能となったのであろう。 また、 大正12年の白山登山

は、 太田教諭が引率している。 太田は、 大正9年か

ら継続して立山登山の引率者となっていることか

ら、 山好きな人物だと思われる。 このように、 立山

以外の登山は、 山好きで引率を引き受ける先生の好

意で行われており、 そのような先生がいなければ計

画されない性質のものであったといえよう。

ー方、 立山登山は、 基本的に3年生以上から希望

者を券って、 継続して実施された。 大正9年の約50

名が波多で、 大正時代は少なくとも30名近くの生徒

が参加している。 昭和に入ると参加生徒が減少して

いるが、 参加したくても不況による経済的困難で参

加できない生徒も多かったと思われる。 引率教諭は

（表1)のとおりで、 多くの教諭が入れ替わりで引

率している。 また、 出発の見送りや出迎えには、 保

設者だけでなく、校長を始め多くの教諭が来ている。

最後には、 校長または他の教諭が訓辞を述べ、 富山

中学校登山隊の万歳をして解散している（表2参照

のこと ）。 そのうえ、 文武会報に詳しい手記が毎年

掲載されていることからも、 重要な学校行事として

位慨づけられていたことがわかる。

登山の目的については、 大正 1 1年度の窟山県教

育委員会の調査報告によれば、「心身の鍛練及び栂

物地理理化学の知識獲得」となっているJ.J)。 生徒た

ちは、 やがてこの目的をこえて、 登山を楽しむよう

になっていく。

1 . 2. 2 学校登山の多彩化

昭和7年の文武会機構改革で、 山岳部として独立

しスキ ー を含む独自の活動を行えるようになり、 こ

のころからレベルの高い登山が行われるようになっ

， 
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第1表 富山中学校の登山記録一院

時代 掲載文献 参加生徒 引率教諭 日程 行程

大正 27号（大4.12.12) 30名（夕 樋口、山田、 8.5~(夕 不明
4年 イムス 平井（タイム イムス）

7.29) ス）
大正 28号（大5,12.26) 人数不明 田中、橋本 8.2~8.6 学校発（徒歩）→芦絣（泊）。材木坂—»一の谷→室堂（地獄
5年 「立嵌踏破日記」 (4泊5 谷見学、泊）。浄土山→雄山（快睛）→室堂→松尾昧→立

日） 山温泉（泊）。芦炉寺→大岩山（泊）。五百石一

9日固（解散）

大正 29号（大6.12.26) 30名 竹品、茶谷 7.27~ 学校発（徒歩）一芦絣寺（泊）。材木坂→ーノ谷→室堂（地
6年 「立磁登攀の記」 7.30 (3泊 獄谷見学、泊）。浄土山→雄山（快時）→室堂→松尾坂一»

4日） 立山温泉（泊）。岩除寺（解散）

大正 29号（大6.12.26) 8名、卒4 樋口、赤問 7.26~ 百山駅発（汽車）→24時吉田（泊）。窃士山頂→8合目石室
6年 「窃士登りの記J 名 7 .29 (3泊 （泊）。（御来迎）→須走→御殿垢一件半名古屋（泊）。帰窃。

4日）
大正 30号（大7.12.26) 4名、卒1 樋口 8.2~8.7 学校発（徒歩）→立山混泉泊。ザフ→五色ー黒部河畔平
7年 「白帯登山の記」 名 (5泊6 （野営）。針ノ木峠→大町封山館（泊）。四ツ屋→白馬尻小

日） 屋（泊）。白巧登頂ー造華温泉（泊）。婦宮。

大正 30号•（大7.12.26) 30余名、 山本、澤木 S.2~8.5 学校発（徒歩）→芦絣寺（泊）。材木坂→一の谷→室営（地
7年 「立山からJ 他3名 (3泊4 獄谷見学、泊）。雄山（睛）→室堂→松尾坂一立山温泉

日） （泊）。上滝（解散）

大正 30号•（大7.12.26) 8名 今村 4日岡＋ 富山釈発（車中泊）→吉田荘（泊）。窃士山頂ー8合目石室
7年 「窃士登り」 ex （泊）。下山、吉田一ヴ大月釈（解散）

大正 31芳（大8.12.3) 35名 原田、近膝 8.4~8.S 学校発（徒歩）→戸餅寺（泊）。材木坂一,(風雨のため）松尾
8年 「立山登山記」 (4泊5 坂→立山温泉（泊）。松尾坂一•一の谷→室堂（地獄谷見学、

日） 泊）。浄土山→雄山（快睛）→室堂ー9材木坂→芦耕（泊）。
上滝（解散）

大正 32, 号（大9 .12.20) 約50名 太田、紺 7.25~ 学校発（徒歩）→芦絣寺（泊）。材木坂→一の谷―>室舘
9年 「立山まいり」 井、水品 7.28(3泊 （泊）。雄山（悉）→至堂→地獄谷→松尾坂—>16時温泉

4日） （泊）。上滝（解散）。

大正 33号（大10.12.23) 39名 教諭4名 7.25~29 
10年 「日誌J (4泊5日）

大正 34号（大11.12.16) 約30名 太田、〖絋 飯 7.25~ 南宮山駅発→横i工沿（徒歩）→膝柏（称名JII遡行、泊）。材
11年 「立嵌登攀記」 田、北川 7.28(3泊 木坂→一 の谷ー室堂（泊）。雄山（雨）→室堂→地獄谷—»松

4日） 尾坂→立山湿泉（泊）。横江（鉄道）→南留山

大正 35芳（大12.12.20) 20余名 太田、菊池、 7.26~ 南富山駅発→千垣（徒歩）→膝橋沼（称名見物、泊）。材木
12年 「MOUNTAINE 茂住 7.29(3泊 坂—»一の谷一室堂（泊）。雄山（表）→浄土山→室堂―・地獄

ERING」 4日） 谷一•立山温泉（泊）。千垣（鉄道）。

大正 35· 号（大12.12.20) 不明 0、K先生、 8.10~ 富山駅発―•城端釈（徒歩）→西赤尾（旅館泊）。平源（旅館
12年 「白山登禁記」 他数名 8.13 (3泊 泊）。大白JI! 遡行→白山室堂（泊）。白山→白蜂村→桑品

4日） →鶴来→富山。

大正 37芳（大13.12.10) 30余名 山本、品、荘 7.25~ 南窃山駅発一千垣（徒歩）→藤栢ホテル（称名滝兄学、
13年 「立山登山記」 田 7.28 (3泊 泊）。材木坂一·一の谷→室堂（地獄谷見学、泊）。雄山（快

4日） 睛）→松尾峠—»立山温泉（泊）。千垣（鉄迫）。

大正 38芳（大14.12.10) 約30名 ？ 7.25~28 南窃山駅発→千垣（徒歩）一・称名滝→弘法茶屋（泊）。ーの
14年 「陸上運動部報： (3泊4 谷→室堂（地獄谷見学、泊）。雄山（風雨）→五色一9立山温

立山登山」 日） 泉（泊）。帰郷。

大正 40号•（大15.12.15) 35名 飯田、その 7.26~29 南窃山駅発一汗千垣（徒歩）→称名滝→弘法茶屋（泊）。ーの
15年 「立山登山記」 他数名 (3泊4 谷→室堂（泊）。雄山一＞（雨のため五色行変更し松尾峠）→

日） 立山温泉（泊）。婦郷

昭和 42号,(昭2_12_5) 約20名 ？ 8.2~(3 函山駅発→千垣（徒歩）→称名滝一弘法茶屋（泊）C ーの谷
2年 「立山登山J 泊4日） —»地獄谷→室堂（泊）。雄山（忌）一室堂（新道）→立山温泉

（泊）。千垣（鉄道）

昭和 44号（昭3.12.21) 約30名 ？ 8.15~ 南窃山駅発→千垣（徒歩）→立山温泉（泊）。ザラ峠ー五色
3年 「陸上部：‘益蜂立 （日報 一浄土→室堂（泊）。雄山（快睛）→別山→地獄谷一＞一の谷

山登山記」 8.9 ) -, 弘法茶屋（泊）。称名滝→千垣（鉄逆）

昭和 46号（昭5.3.3) 20余名 井城、前田、 7.26~ 南冨山駅発一千垣（徒歩）→称名滝―»弘法茶屋（泊）。ーの
4年 「立山登山記」 茂住 7.29(3泊 谷→室堂（泊）。雄山（泉）→浄土山一立山温泉（泊）。婦

4日） 頃ふ

昭和 48号（昭5.12.25) 20余名 正田、若林、 7.26~ 南宮山駅発→千垣（徒歩）→称名滝→弘法茶屋（泊）。ーの
5年 「立山登山記」 茂住 7.29(3泊 谷→（雨）室堂（泊）。雄山（快昭）→五色→立山温泉（泊）。

4日） 帰郷＾

10 
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昭和 50号•（昭6.12.25) 15名、卒 校長、竹林、 8.2~8.5 南宮山吠発→千垣（徒歩）→称名滝→弘法小屋（泊）。ーノ
6年 「立山登山記J 数名 吉田、沖田、 (3泊4 谷一室堂ー地獄谷一姻小屋 u白）。別山一雄山（快昭）ー五

北JII 日） 色ヶ原→立山温泉（泊）。帰宮。
昭和 52号（昭7.12.24) 17名 校長、若林、 8.2~8.5 南富山駅発→千垣（徒歩）→称名滝一弘法茶屋（泊）。ーの
7年 「立山登山記」 茂住、活水 (3泊4 谷→室堂（泊）。雄山（快昭）→五色ヶ原—»温泉（泊）。帰

日） 宙＾

昭和 53号（昭8.12.25) 15名、卒 校長、曽根 7.28~8.2 南宮山駅発→千垣（徒歩）→称名滝→追分小屋（泊）。ーの
8年 「立山錬登山記」 1名 原、柚木、石 (5泊6 谷→室堂→雄山山頂（睛）→別山一靱御前小屋（泊）。長次

坂、館野 日） 郎雪渓→姻登頂一姻澤小屋（泊）。真砂澤小屋→池ノ平小
屋（泊）。坊主小屋一ぷ狛飛（トロッコ）一鐙釣温泉（泊）。鐘釣
（トロッコ）→宇奈月—窟山。

昭和 54号一（昭9.12.24) 8名、卒l 室岡、荒川、 7.31 ~8.2 南富山釈発→千垣（軌道）ー膝柏（徒歩）→称名滝ー室棠
9年 「立山登山記J 名 中村、；臼井、 (2泊3 （泊）。雄山（浜霧）一室堂（子定の道破壊のためコース変

面木、曽根 日） 更）→松尾峠→立山温泉（泊）。婦窃。

昭和 55号（昭10.12.27) 8名 塩谷、酒井 7.26~ 千垣（軌道）→藤橋（徒歩）→立山温泉→五色小屋（泊）。平
10年 「山岳部」 8.1(6泊7 →針の木小屋（泊）。針ノ木ー紐池小屋（泊）。鹿品拾—»八

日） 姿キレット小屋（泊）。大黒岳→店松小屋（泊）。白馬頂上小屋
（泊）。白馬鑓岳一祖母谷→猿飛—•宇奈月→富山芯。

昭和 56芳（昭11.12.20) 21名 石坂、秋澤、 7.27~ 千垣（軌辺）→藤橋（徒歩）一称名滝→天狗小屋（泊）。浄土
11年 「立山登山記(1 藤野 7.30(3泊 山→雄山（快睛）→別山→地獄谷→室棠（泊）。松尾峠→立

班）」 4日） 山温泉（泊）。千垣（汽車）
昭和 56-l5·(B召11.12.20) 12名 曲田、坪田、 7.27~ 窃山屯鉄駅発→上市駅（バス）→釈泉寺（徒歩）→馬場£,
11年 「立山登山記(2 酒井 7.30 (3泊 （泊）。早月尾根一淡姻岳→鍍澤小屋（泊）。別山→雄山（霧）

班」 4日） 一浄土山→室堂ー地玖谷→奥大日岳→窃高ヒュッテ（泊）。
弥陀ヶ原→称名滝→千垣（鉄逍）

昭和 57秀（昭13.2.20) 19名 坪田、中田、 7.29~8.2 千垣一冥川発屯所小屋（泊）。立山温泉→追分→天狗平小
12年 「登山スキ一部：立 塩谷 (4泊5 屋（泊）。室堂一・立山一•月lj山乗越小屋（泊）。剣岳→別山釆

山登山」 日） 越小足（泊）。大日岳→称名→千垣→南窃山。

昭和 58, 弓c(B召14.2.25) 不明 7.25~27 立山登山、詳細不明
13年 「日誌1 (2泊3
昭和 59-�-(B召14.12.23) 不明 8.2~8.4 1班立山、2班薬師岳、詳細不明
14年 「日詰I (2泊3
昭和 60号,(昭16.3.1) 不明 7.26~ 1班立山、2班薬師・柏・穂商
15年 「日誌」 （不明）
昭和 60号（昭16.3.1) 7名 坪田、落合 7.26~ 小見駅下車一•有蜂（泊）。太郎小屋（泊）。薬師岳→黒部五
15年 「山岳部：薬師・ 7.31 (5泊 郎→双六小足（泊）。槍ガ岳一＞柏・店の小屋（泊）。南岳•北

槍・穂ib'i縦走記」 6日） 穂・奥穂•前穂→上窃地平（泊）。焼岳下山（ハ
＇

ス）一 品 品（屯；
車）→松本→帰富。

昭和 61労（昭17.2.22) 約20名 面田、落合、 8.3~8.5 称名滝→大日ヒュッテ（泊）。姻澤小屈―>食1)岳→錬澤小屋
16年 「登山：大日・銀縦 沓木 (2泊3 （泊）。池ノ平―•阿苦原（軌道）一宇奈月—»窃山

走記I 日）
昭和 62労（昭18.2.11) 3名 落合 8.3~8.8 南宮山駅発（鉄迫）→粟巣野駅（徒歩）→立山温泉→五色
17年 「登山班：後立山 (5泊6 小屋（泊）。平小屋一唯針ノ木小屋（泊）。針木岳→冷池小足

縦走記」 日） （泊）。鹿島袷ー庖松小屋（泊）。白馬頂上ホテル（泊）。白
馬登頂ー祖母谷温泉小足ー小足平（軌道）一宇奈月―•富

昭和 63号,(昭19ふ25) 4名 曲田、切山、 8.11~ 南窃山吹発→本宮（軌迫）一・有峰（徒歩）→太郎小屋（泊）。
18年 「登山班：薬師・立 品田 8.14 (3泊 薬師岳→五色小屋（泊）。雄山（岳）→鍍澤小屋（泊）。（雨

山・姻登拝記J 4日） のため錬・早月・馬場島}Ir-卜断念）追分→称名小屋→婦窃．

昭和 63号（昭19.1.25) 第1隊 1隊ー上西、 7.26~1 第1隊一粟巣野駅（徒歩）→称名滝ー室営（泊）。雄山（快
18年 「夏季修練立山登 （約百 活水、滝澤、 隊(2泊3 硝）一浄土山一立山温泉（泊）。粟巣野駅（鉄道）

山3学年j 名）、第2 矢後、八十 日） 第2隊ー1日目同じ、2日目雄山→称名滝→粟巣野駅（鉄
隊（約40 島、荒Jil 2隊(1泊 迫）
名） 2隊ー安念、 2日）

岩田、品田

凡例：本表は窃山邸校所蔵の旧制窃山中学校校友会誌に記された登山記録と、 学校登山に関する新聞記事を、

整理し編染したものである。
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た。 昭和8年には、 5泊6日の日程で、 称名新迫か

ら弥陀ヶ原を経由して雄山・別山を縦走した後、 剣

岳にも登頂し、 その後、 池ノ平一坊主小屋ー狼飛ー

鈍釣温泉一宇奈月のルー トで下山している。 昭和10

年には、 6泊7日の日程で、 立山温泉からザラ峠を

越えて針ノ木岳一鹿島柏ー 白馬岳と縦走したあと、

祖爵谷一狼飛一宇奈月のルー トで下山している。 こ

の「後立山辿峰踏破」は「県下中等学校に於いて、

未だかつて計画された事のなかったものであるが、

我が窃中山岳部は本箸中休暇を利用して此にその卜

ップを切って決行したのである」(『55号」）と記さ

れている。

山岳部として独立したといっても、 現在の学校部

活動のように継続的な活動を行うようになったかは

疑わしい。 昭和8年の剣岳登山では、 長次郎谷の孟

渓に差しかかった際に、「途中ガイドにカンジキの

穿き方を教わり勇んで長次郎孟渓の麗に沿<」(「53

号』）有り様で、 はじめてカンジキをつけていきな

り大苫渓をのぼっており、 無謀ともいえる計画であ

ることがわかる。 昭和11年には、 浄土山から別山

までの縦走という従来からのコ ースのほかに、 馬場

品一剣岳ー別山一雄山一浄土一奥大日という大縦走

を同時に行っている。容難2コ ースが企画されたが、

難コ ー スの参加者はといえば、「時には全く進退極

まつて、 山に無経験の生徒一行に取っては非常に無

理と思われるコ ースで今迄の熱ある勇往返進の気概

も冷めそうになった事もあったけれども、 かかる時

こそ我等窟中健児の意気を示すべきであると思え

ば、山も何物ぞという負け嫌いな気も起こってきた」

(『56号J)という状況で、 剣岳登頂を果たした時に

は、「かかる大難コ ー スを山の初心者が征服すると

は？」と半信半疑の有り様である。 このように難コ

一スに参加する生徒も初心者であった。 容難2コ ー

スが企画されるようになったが、 生徒の技術力に応

じて編成されたというよりも、 生徒の体力と希望に

合わせて2コ ースが用意されたといえるのではない

だろうか。 しかしこのような困難な未知のルー トに

12 

挑もうとする旺盛なチャレンジ粕神には、 後の本格

的な山岳部活動の萌芽が見いだせる。

昭和14年と15年にも2コ ー スが企画されている。

昭和15年には、 従米の立山コ ー スのほかに、 薬師・

柏・穂高方面の縦走を5泊6日で行っている。 参加

者は教諭2名に生徒7名という少数である。 太平洋

戦争中の昭和17年には、 教諭1 名と生徒3名で後立

山を5泊6日で縦走している。 昭和18年には、 雨の

ため途中で断念されたが、 薬師から錬への大縦走が

計画されていた。 この山行に加わった生徒4人のう

ち2人は 1 年生であった。 同行山岳部OBである大

問知骰三氏は、『盆中回頴録』で「山岳部というも

のが、 独立して出来上がったのは、 昭和15年頃で、

それ以前は、 山岳スキ一部という名前で山登りもす

るが、 その主目的はスキ ー にあったようです。」印

と記している。

これらのことから、 一般生徒を対象にした従来型

の立山登山が継続して行われる一方、 昭和10年代半

ばには、 少数の登山愛好者を対象にした新ルー ト開

拓型の活動が定約するようになり、 実質的に山岳部

としての活動が始まったといえよう。 しかし、 始ま

ったばかりの活動も、 戦争の激化によって中止を余

儀なくされた。

戦後まもなくの昭和21年4月に、 山岳部は他の述

動部とともに似活した。 翌年の夏山には餓の正面早

月尾根から錬沢へと踏破し、 中等学校山岳界に
＂

窃

中山岳部あり
＂

と天下に名を澁かせるなど、 その活

動にはめざましいものがあった。 この伝統は、 23年

4月の学制改革のあと、 窃山高等学校山岳部に引き

継がれた。 そのめざましい活動ぶりは「百年史」に

記されている。 このめざましい活動も、 立山をはじ

め北アルプスの山々を問近にし、 以前から学校登山

などを通じで阻れ親しんできたことによって可能と

なったものであろう。

また、 希望者を対象にして立山登山も復活する。

そこでは、戦前とはまた迎う楽しい登山が行われた。

この部分については、 また別の機会にふれることと



したい。

1 . 3 立山登山の変様

大正4 年以降、 立山登山は継続的に行われたが、

その内容は少しずつ変様していった。 変様の様子を

4つの観点からみてみる。

1 . 3 . 1 日程の変様

大正5年の手記には、「草蛙、 脚絆の軽装に、 身

を固め、 菅笠に、 英腕を、 打被ぎて、 暫時の別を、

父既につげ、 …鋲守の杜に、 登山の安全を祈りて、

祖母の見送りを謝し、 未ださめやらぬ街の路をば急

ぎ … 校門をくぐる」(「28号」）とある。 服装の点で

も、 鎖守の森に安全祈願をする点でも、 江戸時代の

立山登山とほとんど変わらない。 ただし、「ー同、

校庭に梨合し、 五年生は第ー小隊、 四年以下は第ニ

小隊に編成せられ、 田中、 柏本両先生引率の下、 平

井先生の見送りを謝しつつ、 隊伍堂々と、 校門を後

に出発しぬ」とある。 ここには、 たんなる遊びでは

ない、鍛錬としての登山という意識が短える。また、

この頃はまだ鉄道がないこともあって、 学校から徒

歩で出かけていることもわかる。

鉄道を利用する以前は、 1日目は芦餅寺まで、 2

日目は室棠まで、 3日目は雄山に登って立山温泉に

下るという日程が多い。 大正7年には、芦餅寺に泊

まった客が多いので、 とても室堂に入りきれず、 こ

とによったら野宿になる心配があるということで、

翌日は午前1時に出発している。 翌8年には、 午前

2時半に出発しているが、 4人恥った中語のうち2

人を、 室堂での場所確保のため その日の午後11時に

出発させている。 どちらも8月上旬で、i立も良い時

期だということもあるが、 立山登山の人気ぶりがわ

かる。

大正10年以降、 南富山から立山山麗方面への鉄道

が1;f.J通すると、 1 日目で藤柏まで、 さらには弘法や

追分の小屋まで行くようになり、 2日目の行動にも

余裕が出てくる。 ただし、 山頂付近の宿泊場所はま

翡木三郎／旧制中学校における立山登山の歴史

だ室堂しかないため、 宿泊の心配をなくすために出

発日を7月下旬に変更するようになった。そのため、

雨に会うことも多くなった。

また、大正14年からは、称名新道（現在の八郎坂）

を利用するようになり、滝の雄大さを問近にして思

い出も増えた。 昭和6年には、前 年に鍍御前小屋が

できたこともあって、 別山から五色ヶ原への縦走が

できるようになり、 登山ル ー トが多彩となっていっ

た。

さらに昭和9年以降、 千垣から藤橋まで、 当時エ

ンジンと呼ばれていた発屯工事用軌道が利用できる

ようになると、 1日目に室堂まで行くことも可能と

なり、2泊3日で立山登山が計画されるようになる

16) 0 

1 . 3. 2 生徒の登山意識の変様

ところで、 交通の発達で楽になったとはいえ、 梵

から登山することに変わりない。 材木坂では、「柱

状節理をなした岩石を踏み越え行く中に足は益々重

くなり、 流れる汗は滝の様。『何故こんな所に来た

か』と平生の強者も苦桜の此処に至っては、 かかる

耳にもあてられぬ弱音を吐くこと二度三度ではな

い」(『34 号j)こともあれば、 雨が降れば、 夏だと

いうのに英藤から雨がしみ込んで寒さに震え、 足下

は草雑のため沿って転んで泥だらけになりながら登

ることになる。 称名新道に変わっても、 急な登りに

大差はない。

登山者が増えてい＜にもかかわらず山小屋設備は

改善されないため、 室堂小屋では「8ヽ器に25名彩な

ければならぬのには閉口」(『35号」）したり、「狭く、

煙たく、 騒がしく、 9異く、 今や登山の苦痛はしみじ

みと味わわれた。 ネバ飯に、 若芽の味咽汁、 これは

仙淡唯一の御馳走なのか…。 寂るに私られず、 外へ

出るに出られず、 一夜を夢現の中に過ごした。」

(「38号cj)という状況が続いた。

このような苦しい思いをすることが多かっただけ

に、 雄山に登頂したときの喜びも大きかった。「よ
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＜こそ我は此処に来た。 日頃小胆な我も此の時ばか

りは東洋的英雄のような仰大な気分に満たされた」

(f29号」）とか、「之で我々は日本アルプス峻険立荻

の征服者となったのだ。 雄山の勇者！何と痛快な叫

びでないか。 家では父低が定めし心配して居られよ

う。 早く親に知らせて上げたい」（「35号」）とか、

「越中男子の望みたる立山登硲が敢行されたかと思

ふと全く壮快得意の念を禁ずる事が出来ない。 皆の

頗も喜びに輝き、 先程の苦悩も今は既に消え失せて

しまっている」(「54号」）などの言葉が出てくる。

立山登山の最後は、 ほとんど立山温泉に1泊して

いる。疲れ切った体に温泉は最硲の贈り物であった。

温泉のおかげで疲れもとれ、 夜は思い出話で盛り上

がった。

生徒たちには達成感だけが残ったわけではない。

称名滝や山頂からの眺望の雄大さに感激するだけで

なく、 雄山頂上社殿では「昔ながらの祝詞及び太鼓

は返く山々に怨き渡る。 俣らは急に仙人にでもなっ

たような気」(「31号」）がしたり、 五色ヶ原では

「高山植物が今を盛りに咲き乱れ山中の仙桜の思い」

(『52号」）がしたり、 天狗平では「小屋の前方には

入日に対して美しく彩られた波のような雄大荘厳な

雲海を見、 後方に雄山姻岳の連条が夕焼けに赤く染

められている様は仙災に入ったかの感がある」(「56

号」）など、「仙桜」という言葉で、 山の自然の神秘

さ美しさを表現している。

生徒のなかには、 立山に登って始めて一人前とい

う伝統的な、 いわゆる成人登山の意識で参加した者

もいたであろう。 窃山中学校では、 教師や保談者の

出迎えがあること もあって、「得意満々 として」

(「34号」）とか「凱旋将軍将士に比すべき」(「54号,J)

という表現など、 難事業を成し遂げたといううれし

さがにじみ出ている。 大正5年と大正7年の手記に

は「立山登山」の赤旗を振りかざしつつ勇ましく帰

ってきたとも記されている。 また、「後日これが形

となってあらわれるものは如何に大きい事であろ

う」 cr32号j)とか、「永久に忘れる事の出来ない深

14 

い印象を懐き」(「53号」）など、 この登山が最初で

最後の大事業であるような記述になっている場合も

ある。

しかし、 そういう生徒ばかりではなかった。 大正

13年の「文武会報36号』で、 陸上迎動部の理事の1

人である大問知弘次が、「山丘部の芽生」 と題して

全校生徒に登山を呼びかけている。 そのなかには、

「山は我等を無条件で抱擁してくれます。 私は心の

荒んだ時も苦しい時も皆山に向かって打開けます。

すると山は私に無言の解答を与えてくれます。 … 血

に燃ゆる九百の健児。 秀説なる山をめのあたり見な

がら猶侑眠を貪り続けようとするのか？否！大自然

の殿堂に入りて、 雲の王座に礼拝しようではありま

せんか。 山々は怯を関いて吾等の来るのを待って居

ます。」とある。 ここには立山に登って始めて一人

前というような勧誘は見られない。 ここには登山愛

好者の姿がある。 登山経験が増えるにつれて、 山の

多彩な魅力が認識されるようになっていったのであ

ろう。

1 . 3. 3 名所に対する意識

手記には名所とされる楊所について詳しく記され

ているが、 その記述にも変様が見られる。 いまここ

では、 獅子が鼻、 玉殿の岩屋、 地猛谷、 雄山神社の

4 つを調べてみる。

まず、 獅子が昴は立山父荼羅の中央に描かれてい

ることからもわかるように、 江戸時代の禅定登山で

は必ず通らなければならないとされてきた巫要な場

所であった。 富山中学校の立山登山でも、（第2表）

の通り、 昭和8年までは必ず通過していた。 手記に

は、 鎖を使った厳しい登りであったことが印象深く

杏かれているものが多い。 ところが、 昭和9年から

記述されなくなる。 たぶん通らなくなったのであろ

うと思われる。 昭和9年といえば、 藤橋まで軌迫が

利用できるようになって、 1 日目に室堂まで行ける

ようになった年である。 そのおかげで、 登山日程を

1日短縮できるようになったが、 1日目の登山距離



が長くなり、 行勁時間も長くなった。 そこで時問短

縮と疲労の軽減のため、 獅子が鼻を通らなくなった

のであろう。 伝統的な名所も、 昭和初期には日程俊

先のために顧みられなくなったということである。

このことは、 まだかろうじて残っていた禅定登山の

意識が、 このころ急速に弱まつていったということ

をも示しているのではないだろうか。

また、 開山伝説で必ず触れられる玉殿の岩屋につ

いて記述している手記は、 1つもない。 たぶん見学

に行ってないのであろう。 大正期からすでに関心が

なかったと思われる。

地獄谷については、 必ずと言ってもいい＜らい強

烈な印象で記されている。 怖いと感じる生徒も多く

いて、 地獄の教えが頭にこびりついている者も多か

ったことを窟わせる。 地駄谷は継続して、 登山コ ー

スに欠かせない楊所であったといえよう。

雄山神社については、（第2表）の通り、 時代的

に大きな変化なく、「神秘的」とか「神々しい」と

いう言業がよく使われている。 神主による雄山神社

の説明にも、 日頃腕白な生徒でさえ神妙に耳を傾け

たという。 しかし、 戦争が近づくにつれて、 雄山神

社に対する意識は変わっていった。

1 . 3. 4 登山目的の変様

戦争の足音が近づいてくると、 立山登山に別の目

的が加わることになった。 昭和10年の5 0周年記念 号

となる「文武会報55 号」に、 各部の活動状態の略記

として、 山岳部は「毎年立山登山隊を組織して大自

然の似容に接し天地の悴大さを知らせ、 敬神の念を

強からしめ神国日本の姿を立山に求めて「立山の御

歌jを拝誦させている。」と記してある。［立山の御

歌」とは、 昭和天皇が大正13年 11月に来県した際に

詠んだ「たて山の空にそびゆるををしさに ならへ

翡木三郎／旧制中学校における立山登山の歴史

とぞ思ふ御代のすがたも」という歌のことである。

この歌は、 昭和2年5月、 立山三の越の自然石に刻

印された。 昭和に入って社会状況が悪化するにつれ

て、 軍国主義化が推し進められ天皇への忠誠が叫ば

れるようになると、 この歌碑は天皇への忠誠を示す

格好の場所となった。 立山登山をした生徒は、 この

場所で歌を詠み上げるようになった。 また、 頂上の

雄山神社は、 国威宣拗と皇軍兵士の武述長久を祈る

場となっていった。

手記に歌碑のことが記されるようになるのは、 表

2の通り、 昭和2年からである。 このときは、「三

の越で東宮御歌碑を拝し、 … J(「42号」）と記され

ている。 昭和5年には、「途中三の越で、 東宮殿下

御歌の石碑を見る」(「48 号J)とだけ記されている。

それが、 昭和9年には「三の越では束宮殿下御歌碑

の前に立っ。 … 心ひそかに …の御歌を拝誦した。」

(「54号j)となり、 昭和11年には「三の越で東宮殿

下の御歌碑を見て一 同立山の歌を拝誦する」 crs6

号』）となる。

戦況が悪化した昭和18年には、 ついに立山登山が

強制参加となった。 3年生140名が2班に分かれ、

第1隊約10 0名は雄山・浄土・立山温泉の2泊3日

コ ー スで、 策2隊約 40名が 1泊2日で雄山登頂のみ

のコ ー スである。 金銭的に苦しい生徒のために第2

隊か編成されたとおもわれるが、 ここには登山を楽

しむという発想は乏しく、 まさに修練のための登山

となっている。 そして、「館れの国幣小社雄山神社

の社前にぬかづき、且束天を拝し聖寿の万歳を絶叫」

し、「左に御製を掲げて越中人たるの面目を新たに

し、 日常修練にいそしみ以て大東亜戦争完遂を菩ふ

のである」として、 立山の歌を書き写して手記が締

めくくられている(『63 号j)。 ただし、 昭和19年以

降も立山登山が行われたかどうかはわからない。
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第2表 宮山中学校「校友会誌」の各立山登山記にみられる各所の記述

時代 拓載 獅子が品
文献

大正 28号 r—の谷の鉄珀を来登
5年 せり。其険絶、苫ふペ

からず」

大正 30号 f冷たい水を何杯のん
7年 だ事やら鎖に引きずら

れて獅子が凡をもすぎ
た」

大正 32号 1鎖に引きずり上げられ
9年 て、渓流の尚を飛んで

行く。沿かな数十るの
岩を近い上がつて、獅
子が昴を後に見た」

大正 34号 I鎖に引きづり上げられ
11年 て渓流の問を伝ひ、危

険な残舌の下を治って
獅子が凡の所に来た」

大正 35号 l一歩踏み外 したら最
12年 後、一秒後には笈泉の

客となってし まふ。」

大正 37号- I ーの谷の雉路も汗を
13年 流して無事で越した」

大正 38号· ［ ーの谷の薙路に汗み
14年 づくとなり、」
昭和 42号· l鋲に頼って巌石をよじ
2年 登り・・・、木の根につか

まり源く名所獅子が凡
を通って…」

昭和 46号 I獅子が凡へ登って尖
4年 嬬より下認すると目もく

らむ位淡い」
昭和 48号 l鎖にすがり江や岩角
5年 にとりつきながら十時獅

子が兄の突端にたどり
恣＜」

昭和 52号 I (獅子が品で）下の方
7年 を兄ると目がくらむばか

りである」

昭和 53号 尖端から下を見ると身
8年 の毛もよだつばかりで

ヽ」賣 0- 」

昭和 54号 通らず
9年

昭和 56考 通らず
11年

昭和 63号 通らず
18年 「夏季

修諌J

雄山神社

Iゃヵ八神官は太渋うちならして、祝洞
奏上す。我等ー 同社前に端座して参
拝し、立山の由緒につき、神官の深説
を聞く、• ・・」
I古き御堂の前に集まった一同は黙っ
て神官のする様子をみている。太古な
がらの応辛、太古ながらの祝洞、そして
太

ょ.
茨

I
、如何にその潤和の古雅な事

I一同ささやかな御堂の前に集まつて、
うやうやしく礼拝する。神官は太鼓を打
ち、祝詞を唱えた。皆人、共に神秘的
な感に打たれて、自ら頭がうなだれるの
であった」

Iやがて一同は社前に額づき、神主の
祈符の後神酒を政いた。神秘的な感に
打たれた我々一行は漸時柔を吸い、霧
を食い、所誼仙人生活を味うて頂上を
ば下った。」
r本社に参拝す。外には嵐の怒号を閲
き、内には神主の祝詞を聞き、社前に
脆＜時、何人も或るインスピレーション
に打たれざるを得ない。」
1神主の流む祭文の芦も坦所柄神々し
いe 方言まじりの説明も神秘に問い
た。」
「社前に額づき、神主の祈祷後神酒を
痰いた」
1わらじや笠や英蕗を解いて碩上に登
り雄山神社を参拝することが出来たJ

l頂上の洞の神前に礼拝しgから四方
の眺望を…」

I御酒を戟き尚神社に関する種々の話
を聞いてから名残を惜しんで雄山を下
り・・・」

［我窃山県人が古来侶仰の中心として
一生に一度参拝を希望したのは此の
社投で問口二問奥行ー問半もあろう
か。うやうやしく礼拝の後御神酒を痰
k, 
i雄山神社に話で御神酒をいただき神
官の浴々とのべる神社の由来を聞く」

lこれこそ超中否日本鋲淫の神の鋲り
います御社である。海抜一菰尺余峻蜂
険山を脚下に眸眠して斑然と立ったる
その偉容、既に我々をして諜を正さし
めるものがある。J
1小憩の後雄山神社に詣で神主の
浴々とのべる神社の由来を問<J

面れの国幣小社雄山神社の社前にぬ
かづき、且束天を拝し型寿の万歳を絶
叫。J

二の越（歌碑） 下山時の感想・態度

「立山登山の赤旗をふりかざしつ
っ、勇ましく帰路につく、・・・窃山中
学校登山隊の万歳を三唱し、各自
我が家へと別れを告げつJ
l記念の赤旗ひるがえし、かえる」

1降るなと祈った雨は降った。而し
て旅の興味は半分を殺がれた。然
しその苦痛の中に云い知れぬ妙味
があったのだ。後日これが形となっ
てあらはれるものは如何に大きい字
であるう、•••」
I待意湛々として横江より汽車にて
南窃山釈に到洛した」

げよ＜も彼の而きに登りしもの哉』と
の感嘆詞を発せずには居られな
かった」

I (千垣からの）車窓から立山巡峰
に別れを告げる。校歌を歌う。 … 窃
中万歳」
r今日は家に帰るのだと気づいて何
だかうれしい」

1二の越で束宮 ！先生たちに迎えられて四時半頃
御歌碑を拝し、 に南宮山郷こ恣いた」
・・・J

記述なし ［南窃山駅には鈴木先生のお迎え
を受け、ー同万歳を三唱す。砦の
疫には演足の色が浮かんでいる。」

i束宮段下御歌 ［南宮山釈に若いた。鈴木先生や
の石碑を兄る」 多数父兄方の出迎えを受け、鈴木

先生の乱11示の後解数、・・・」

記述なし l沢山の父兄の方が迎えに来てい
られた。匹日目に兄た宮山の町。
全く変わっているような気がした。」

'二の越で束宮 I窃山釈に保った時先生方や父兄
袋下の御歌碑を は出迎えに来ておられた。校長先
見る」 生の乱11示後無事に帰ってきたこと

を喜ぴつつ且永久に忘れる事の出
来ない深い印象を怯き家路をさし
て帰る」

i束宮殿下御歌 iお出迎えの大村先生の眼には、さ
碑の前に立っ， ぞや我々一行の意気凱旋将士に
・・・心ひそかに・・・ 比すぺきもののあった事が、伽にう
御歌を拝誦した」 つったに迩いなかったであろう」

r束宮毀下の御 I石坂先生の乱11話をIll-Iき元気旺盛
歌碑を見て一 同 談笑の内に目度く解散する。辿日
立山の歌を拝誦 の危険な登山も無事すみ尽くし薙
する」 い喜びを得、又永久に忘れる事の

出来ない深い印象を心に刻んで家
路をさして帰った」

（山行中の記述 特になし
はないが、手記
を歌で締めくくつ
ている）

凡例：本表は（第1表）の掲叔文献から、 立山登山のものだけを抜き出して、 整理し編染したものである。



硲木三郎／旧制中学校における立山登山の歴史

2 魚津中学校における学校登山

2. 1 学校登山の開始

魚津中学校は、 明治32年、 県内で3番目の中学校

として 1雌j校した。黒部渓谷を始めとする変化に窃ん

だ山域を間近にかかえるという恵まれた環境のおか

げで、 同校では早くから登山趣味が広まり、 校友会

誌にも個人的な登山記録がいくつも掲載されている

17) 。 そういう雰囲気のなかで学校登山も行われるよ

うになる。校友会誌と新聞記事で確認できた魚津中

学校の学校登山記録をまとめたものが、（第3表）

である。同校における学校登山の閲始は、 大正10年

ごろと思われる。大正10年7月22日の「窃山新報」

には、県内中学校における夏季休業中の行事として、

「魚泥中学校立山登山」と杏かれているが、 この年

度の校友会誌で確認することはできなかった。校友

会誌では、 大正11年以降、 ほとんど毎年学校登山が

行われていることがわかる。

大正11年度の記録を記した『校友会誌20号』には、

旅行記の一つとして「徒歩部夏季登山隊」というタ

イトルで、「徒歩部にては本年度夏季に於いて、 次

の通り策1班立山、 第2班白馬我の各登山隊を編成

し、 それぞれ活躍を試みた」として、参加者と行程、

および2人の手記が載っている。徒歩部の性格につ

いては、「校友会誌22号」で徒歩部記::J�として、 春

季迎動大会の品録に続けて立山登山記録が掲載され

ていることからしても、 徒歩部とは陸上競技部のこ

とだといえよう。陸上競技部のなかに登山活動が加

えられていったということと、 立山が披初に選ばれ

たという点では、 窃山中学校と同じである。なお、

この年の登山目的については、 立山登山・白馬岳登

山とも「心身鍛練」となっている匹

この時期に学校登山として立山登山が始まった理

由としてまず、 大正10年に立山鉄道の滑川駅・五百

石駅間が立山駅（岩絣寺）まで延長されたことで、

魚津からもアクセスが容易になったことが考えられ

る。しかしその他に、 同校教諭であった吉沢庄作の

彩評が大きかったと思われる。初期の学校登山の引

率者として名を辿ねている吉沢は、 明治34年から大

正15年まで同校で栂物科教育を担当するとともに、

祉山県登山史に残る画期的な山行を数多く成し遂げ

た人物でもある。吉沢は、 それらの紀行文を、 日本

山岳会機関誌「山岳jなどに発表し、 黒部渓谷や日

本北アルプスを世に広く紹介した叫

吉沢は、「校友会誌11号』のなかで、「立山」と題

して立山旅行記の一節を寄せている。その前：苫きで、

「古来我中越の百年にして、 一度立山に登らざる時

は、 百年の仲間入りか出来ないと、 云われて居たの

です。私はいつまでも、此粕神を存じてi匹きたいと、

思って居るのである」と記して、 成人登山としての

立山登山に対する強いこだわりをみせている。また、

大正6年、 地元新聞で「立山とw年」と題して辿載

記事を載せ、 i:'i'年の立山登山を奨励している:!01。 そ

のなかで、 吉沢は、 立山が中越脊年の「梢神的．肉

体的好鍛錬場」となってきたと述べたうえで、「初

めて登山を試みんとする者はまず安全なる登路、 途

中宿泊所の存在、 策源地として人夫の面入れ、 物査

の供給の容易なる事、 加うるに沿道の菜観、 山相の

雄大、 頂上展望の壮観の地を選ぶを要する。この点

において立山は蚊善のものだ。策源地として芦隙寺

なり、 立山温泉が頃合いの処にあって絶頂までの問

には室堂の大建築がある。沿道の各地、 至る処ロマ

ンチックな伝説に窃んだ奇跡が多い。殊に立山温泉

を その近いあたりに有することは登山地としての価

値を最も大ならしめている」として、 登山初心者に

とって立山は最適な山であると説いている。また、

籾神的疲労をかかえやすくなった現代人にとって、

隧j山のごとき悩陪の気象、 その引き締まった梢新

の気分に接する時、 平地の沈濁した空気の触接より

する不快な気分から密和ることができる」として、 登

山が有効であることを説いている。

このような思想を持つ吉沢は、 魚津中学校におけ

17 
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第3表 魚津中学校における登山記録一蕊

時代 掲載文献�友会誌） 参加生 引卒教泊 日程 行程
徒

大正 窃山新報7.22 立山登山計画、洋細不明
10年
大正 20号（大12.3.25)1徒歩 13名、 谷村、林、稲 7.25~7.28 魚沈釈（汽車）一立山釈（徒歩）一胚橋（泊）。材木坂→の谷一

11年 部夏季登山隊：立山登 卒3名、 深、上野 (3泊4日） 室堂（泊）。雄山ー地獄谷→松尾峠ー立山温泉（泊）。保郷。
山記他」 他4名

大正 20号（大12.3.25)1徒歩 6名、卒 吉沢、山家、 7.27~8.l 愛本橋集合出発―•鋭釣温泉（泊）。祖母谷温呆均ー大!H咄山
11年 部夏季登山防：白馬荻登 l名、他 寺品 (5泊6日） 小足（泊）。雨同泊。雨同泊。店松岳ー白馬岳・白閃館（泊）。白

山隊J 1名 篤山碩一蓮茄温泉→糸魚） 11釈→帰郷。
大正 立山 ・ 県部（新報7.31)) 18名 ， 7.26~30 立山五色方面、詳紐不明
12年 20名 i.31~8.2 麟猿飛方面
大正 22分（大14.3.7〉i徒歩部 36名 苫拶、江尻、 7.30~8.2(3 膝協ホテル（泊）。材木坂ー一の谷一•玉堂済（地獄谷兄学、
13年 記事．立山登山旅行他」 泊4日） 泊）。雄山ー大汝ー五色ヶ原一立山温泉（泊）。千垣（解散）
大正 白馬（日報7.14) ？ ？ 白馬登山努集Jt画のみ、詳細不明
14年
大正 24号（昭2.3.7) .., ウ S.10~6.13 魚江釈（祀軍）一千垣（徒歩）→（滝見新辺不通）一9癸船（泊）。
15年 「登山部記事．立山登山 (3泊4日） 滝見新追一至堂（泊）。（雨のため登頂不可）地孜谷一松尾峠一

記事J 立山温泉（泊）。千垣（解散）
昭和 25号（昭3.3.5) ワ 佐々木、 7.24~7.27 魚江駅（自勁車）一平沢（片貝）II第2発屯所見学、泊）。京又谷
2年 「登山部記事：毛勝登 (3泊4日） 一 阿部木谷—•毛膀谷3渓（天恋）。毛勝岳―•天茄地—•阿部木

山」 谷小足（泊）。北又谷→成谷一平沢沿。
昭和 25分（昭3ふ5) 5名、他 中村、畑、竹 7.31~(4泊 宇奈月釈発（貸正）一猫又釈（徒歩）→新強釣温泉（泊）。箔水
2年 「登山部記事：白馬行」 1名 内 5日） 小屋（泊）。消水平―•白馬館小足（泊）。白篤岳（雨）一述牽温泉

（泊）。平岩·―•糸魚川 一•帰郷。
昭和 26分（昭4.3.5) ワ’ 山家、佐々 8.6~8.9(3 千垣（トロッコ）一胚橋一称名小足（泊）。ーノ谷一室堂（プント泊）。
3年 「登山スキ一部記事：立 木 泊4日） 雄山一別山一剣岳ー室棠（テント泊）。材木坂一婦宅。

山登山記l
昭和 27号•（昭5.3.5) 8名、卒 能品 7.30~8.2(3 泊家（自勁iµ.) ー山岱温泉（泊）。前朝日岳（テント泊），朝日岳
4年 f登山部記事；白篤岳登 5名 泊4日） ー白馬貼裳小足（泊）。白馬岳一祖母谷一猫又（ニンゾン）一•宇奈

山の記」 月→帰郷。
昭和 28号（昭5.11.ZO)f登山 12名 山家、妾藤、 7.27~7.30 魚津釈（窟車）一千垣（徒歩）一称名小松一弘法小厖（泊）。ーノ
5年 部記事：銹登来記他」 寺品 (3泊4日） 谷ー地獄谷一姻御前小足（泊）。(2班6名）灸lj岳一雄山一浄土

山一立山温泉（泊）。帰郷。(1班9名）雄山一五色ー・温泉（泊）。
昭和 29号•（年月日不明）1登 2名、卒 山家 8.3~8.11 千垣一•水谷工字字務所（泊）。立山温泉—•五色小厖付近（野
6年 山部記事：拾、穂麻方面 l名 (8泊9日） 裳）。スゴ乗越（野岱）。栞師岳ー上ノ岳（野岱）。双六池（野

登山記J 岱）。扮訂小足（祖ヶ岳往復、泊）。北穂・奥穂・前穂ー上硲地
昭和 30帝（昭8.3.1) 8名 野品、寺品 7.26~7.30 上市駅（自動車）一釈泉寺（徒歩）一馬塩品番人小極（泊）。立
7年 「登山部．姻迅登本記」 （四泊五日） 山川遡行→東大谷―・別山乗越小足（泊）。剣岳ー長次郎ぢ渓

ー池の平小足（泊）。坊主小足ー控釣温泉（泊）。伸宅。
昭和 31令（昭9.3.1) 2名 山家 7.24~7.27 焦沈釈（自動軍）一黒谷（徒歩）一）且貝谷第2発屯所（番人宅
8年 「登山部：��り休暇登山 泊）。北又谷付近テント泊。（雨）滞留泊。雨のため、下山

記I
昭和 32号（昭10.3.1) 4名、卒 野品 11.3~11.4 宇奈月釈（軌辺）一跡曳（徒歩）一＿見温呆跡一柳又合流．尭貼
9年 「黒郊探勝」 1名 (1泊2日） 岱水測小屈（泊）。北又川 一小川温泉一帰宅。
昭和 32秀（昭10.3.1) 6名、卒 山家、野品、 8.5~8.9(4 千垣（カツリンカ一）一膝橋（徒歩）一称名滝一弘法茶足（泊）。雄山
9年 「スキ ー・登山部：姻登山 2名 中田、中村 泊5日） ー別山采越（泊）。鍍岳ー長次郎舌浜ー池ノ平（泊）？ 坊主小足

経過」 一狡飛ー袋釣（泊）』盈宅
昭和 33号•（昭11.3.1) 4名 校長、山家、 8.2~ 宇奈月駅（軌道）一ツ」ヽ足の平（徒歩）一阿令プント忍（泊）。下廊
10年 「山岳部」 下―•ハンノ木小足（泊）。平ノ小厖ー五色小届（泊）。雄山一•姻

御前小屈（泊）。雨同泊。剣岳ー天狗小足（泊）。保宅。
昭和 34号・（年月日不明）1登 23名 野品、前田、 8.2~8.6(4 千垣（帆ill) 一胚協（徒歩）一称名―•弘法茶屋（泊）。地砿谷一

11年 山部」 泊 泊5日） 剣御前小足（泊）。剣岳→剣御前（泊）。（風雨で雄山断念）室党
一松尾峠ー立山温泉（泊）。帰宅

昭和 35号（昭13.3.5) 7名 中村 7.30~8.2 千垣（自動車）一ii岱橋（徒歩）一称名坂ー天狗平小桓（泊）。富
12年 「登山部．立山登山J (3泊4日） 島坂ー靱岳一乗起小足（泊）。別山一雄山一ザラ峠一立山温泉

（泊）。帰宅。
昭和 37号（昭15.3.4) 8名、卒 柳、寺岨、宇 7.31~8.2 糸魚Jll(汽車）→小滝（自動車）―・平岩（徒歩）一·述赤温尿
14年 ［山岳部．白馬登山J 1名 都宮（魚女） (2泊3日） （泊）。大池ー白馬岳―·村営小足（泊）。白馬柏ー四谷（タクシ一）

ー小滝（汽車）一糸魚川―・魚沈布
昭和 37号（昭15.3.4) 4名、他 平綺、井原、 7.31~(3泊 魚江釈（屯軍）一粟巣野釈（徒歩）一称名坂―・天狗平小伍
14年 「山岳部：立山登山」 1名 4日） （泊）。孟島沢一別山釆越小足（泊）。別山一雄山一五色一立山

溢泉（泊）＾帰宅＾
昭和 38帝（昭15.12.20)1山岳 ？、卒2 校長、山家

・

S.6~8.9(3 粟染野釈（徒歩）一称名滝ー天狗小厖（泊）0 (恋大候のため剣
15年 部：立山登山記」 名 泊4日） 断念）雄山一浄土山一•立山温泉（泊）。雨同泊。帰校
昭和 39号•（昭17.2.23)「立山 3年生 前田、山家、 8.3~(2泊3 粟染野駅（徒歩）一称名滝一

9天狗小厖（泊）。雄山一・地獄谷一•
16年 登山記J 全旦 三itり、大森 日） 松尾峠ー 立山溢泉（泊）。帰宅

凡例：本表は魚津j•,'.�校所蔵の旧紺lj煎湘中学校校友会誌に品された登山品録と、 学校登山にl対する新聞記事を、

整理し紺染したものであるc



る登山活動のサり始と発展に大いに寄与したと思われ

る。 魚津中学校では、立山だけでなく白馬岳や毛勝

岳・俯ケ岳などへの山行を氾ねたが、これはたんに

近かったというだけでなく、吉沢の数窟な登山経験

が参考になったと思われる。 大正13年の立山登山の

ときには、雄山五の越で「高さー萬尺雄山の上で／

アルプス踊をララ一 踊ろう／六根泊浄雄山は睛天」

と朗らかに唄ったり、生徒たちに、雄山で蜂峰や力

ー ルを説明したり、五色ヶ原で硲山植物について詳

しく説明したりする吉沢の姿が記されている(「22

号」）。 生徒との立山登山を楽しんでいる吉沢の姿が

目に浮かぶようである。

2.2 学校登山の展開

大正15年のr校友会誌2 4号』以降、登山記録は登

山部記事として紹介されていく。 r4o年史」による

と、大正14年に徒歩部が競技部と登山部に分離し、

昭和3年にスキ一部を培設して、「山岳• スキ一部」

と改めたという2)) 。 大正末期には、登山部として独

立して活動するようになったと考えられ、この点で

は硲山中学校よりも早い。 また引率教諭をみても、

大正期には吉沢教諭、 昭和に入ると山家・野島教諭

の名前が継続して出ている。 彼らは山岳部の額問と

して、その発展に大きく寄与したと思われる。 彼ら

の活躍もあって、同校山岳部は多彩な活動を展l�Jし、

新ル ー トの開拓に意欲的に取り組んでいく。

魚津中学校山岳部の特徴の第ーは、白馬岳や錬・

立山など地元の山の新ル ー ト開拓を粘力的に進めた

ことである。 錬岳については、 昭和3年にはじめて

試みられたが、このときは柔で前方が見えず前錬で

下山したといわれている。 昭和5年に再度挑戦して

成功している。 昭和7年には、立山川を遡行して束

大谷を経由して鍍御前に出て、剣岳登頂を果たして

いる。 昭和8年には、「昭和8年度の登山目的地は

片貝谷上流を辿り俯ケ岳、毛勝岳の処女地探勝並び

片貝谷上流より毛勝岳に至り立山登山への近路発見

が主眼点なのだ」(『3 1号j)としている。 昭和 10年

翡木三郎／旧制中学校における立山登山の歴史

には黒部川下廊下を遡行して、平から五色ケ原に出

て鍍岳まで縦走している。 この山行については、

「玄人でさえ黒部渓谷縦走は不可能と迄されていた

のに我々は第一番に征服するとは、我等の大いに誇

りとする所でもあり、 魚中登山部として大いに誇る

ことが出来る」(「3 3 号」） と自讃している。 白馬岳

については、大正11年のときは祖·母谷から固松岳を

経由して登り、 昭和2年のときは祖斑谷からii『水平

を経由して登り、 昭和4年のときは泊駅から山筍温

泉（現小川温泉） を経由して朝日岳・白馬岳のルー

トを歩いている。

第二の特徴は、北アルプスの難コ ースにも果敢に

挑戦したことである。 昭和6年には、少人数ではあ

るが柏・私塙に挑戦し、「殊に穂高等は中学生にむ

ずかしいと云うにも拘わらずそれ迄の疲れに拘わら

ず無事に征服したことは我等の大いに誇りとする所

である」(『29号』） と記している。

第三の特徴として、・区季以外にも計画が立てられ

ていることである。 昭和9年に、 11月3日から 1泊

2日で、教諭1 名と生徒ら5名で黒部の黒薙川を遡

行している。 この計画は、山岳部として年間を通じ

た活動が行われていたことを窟わせる。

ところで、魚津中学校の場合、校友会誌には実施

された登山の一部だけが紹介されている可能性があ

る。 例えば、 昭和7年7月16日の窟山日報には、魚

津中学校の登山計画として「1班 ー 白馬( 4泊5日）、

2班一立山方面(5泊6日）、3班ー白山方面(2

泊3日）、 4班 ー 後立山方面(6泊7日）、5班 ー 黒

部十字峡まで(2泊3日）、6班 ー キャンプ」と紹

介されている。 また、 昭和9年7月3 1日の窪山日報

には、「1 班ー立山・温泉方面、2班―:PJ1．黒部渓

谷方面、3班ー臼馬・黒部渓谷方面、 4班 ー 毛勝·

俯ケ岳方面、5班A ー 後立山· B-後薬師縦走。 特

別班は 4· 5年生、卒業生経験者に制限し、希望者

硲梨。」という記事が載っている。 他の年にも同様

の記事が載っており、魚津中学校ではいくつものコ

一スを用慈して、卒業生も含めて参加者を硲染して
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いたことがわかる。 初心者用のコ ースもあれば、 経

験者用に難コ ースも用慈されていたといえる。 初心

者用のコ ースとして用意されていたのが、 立山登山

であったようだ。 いくつものコ ースが用慈されたた

めに参加者が分散し、 1 つのコ ースに参加する人数

も少なくなったと考えられる。

富山中学校では、先生たちが出迎えて;;)II辞を述べ、

万歳をすることが多かったが、 魚津中学校の手記に

は、 ほとんどそのような記述がない。 山好きな先生

が多かったこともあって、 同好者による活発な登山

が行われた結果、 立山登山も含めて、 登山が今日的

な部活動の行事と見なされるようになり、 そのぶん

学校行事という意識は弱くなっていったのではない

だろうか。

太平洋戦争で中断した山岳部の伝統は、 戦後まも

なくの昭和23 年に、 新制の魚津高校で山岳部が創設

されて受け糀がれることになった。 創部当初から最

も前衛的な登山意識をもっていたといわれ、 その活

勁記録は『百年史」にまとめられている。 また、 希

望者を対象にして立山登山も復活している。

2.3 立山登山の変様

大正期は、 立山駅または千垣駅まで這車を利用し

て、 1日目は藤柏まで、 2 日目は室堂まで、 3日目

は雄山に登って立山温泉に下るという3泊4日の日

程になっている。 ところが、 昭和 5年に鍍御前小屋

ができて、錬岳へのアクセスが短縮されると、 剣岳

登頂を含む多彩なコ ースが計画されるようになり、

4泊5日の日程も行われるようになる。

立山では宿泊楊所の確保が大きな課題であった

が、 魚津中学校では昭和 3年に室堂付近でテント4

張張っている。「やがて夕食は迎ばれた。 丸くなっ

て熱い味噌汁をすする。 キャンプライフの楽しさ

よ！。幾多の登山客は皆ウラメシ想にながめて通る」
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(『26号」）と手記に記されている。 テントを利用す

ることで、 日程も自由に組めるようになったと思わ

れる。

雄山山頂での娯観に対する感激は宜山中学校の生

徒と変わらないが、 下山時の感想には辿いが見られ

る。 たしかに、「一人前の男になることが出来たの

だ」(『22 号」）とか「おれも男だ立山参りしたぞと

よろこんだ」(「38号」）など、 成人儀礼としての意

識をもっている生徒もいるが、 窟山中学校と比べる

と少ない。 盆山中学校では、 教師や保設者の出迎え

が成人儀礼の達成を確認し祝福しあう場になってい

た。 それに対して、 魚津中学校では、 出迎えがなく、

生徒の感想も、「レコ ー ドホルダ ー だと男らしい誇

りを持って家に沿いた」(『26号』）とか「案内者も

なくて、 割合難なく又面白く、 愉快に山々を征服で

きた」(「37号j)など、 先進的な記録達成に対する

うれしさが目立っ。 また、「下界は！きたない！暑

い！ああ！」（『28号」）のように山への愛沿を強く

示すような記述や、 感想が特になく事実のみを記す

ような手記は、 富山中学校にはみられないものであ

る。

名所に対する感想については、 窃山中学校の生徒

と大差ない（第4表参照）。 獅子が秘については、

昭和9年から記述がなくなる。 玉殿の岩屋に言及し

ているものは1つもない。 地獄谷については、 必ず

と言ってもいい＜らい強烈な印象で記されている。

雄山神社については、「荘厳」とか「神々しい」と

いう言葉がみられる。 立山に対する宗教意識には、

共通したものがあるといえよう。

魚津中学校においても、 太平洋戦争が近づいた昭

和16年には、 第3学年を2班に分けて各班2 泊3日

の予定で8月上旬、莉'J神の錬成を目的にして立山登

山を行い、 雄山神社を参拝している。 少なくとも昭和

18年までは継続された弐
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第4表 魚津中学校「校友会誌」の各立山登山記にみられる各所の記述

時代 掲載 獅子が昴 雄山神社 ニの越（歌碑） 下山時の感想・態度
文献

大正 20号 「大きな鉄の鋲が下 「流石に立派に且つ荘厳なる 「面みて峻険降走の苦難を思
11年 がつて居る。之に ものなりき、…御酒を痰き帰途 いては亦自ら一 稚の感なき能

鎚って登ると獅子が につくまで身の全く陸界にあ わざるなり」
昴だ」 るを党えざりき。」

大正 22号 「此処で先づ登山者 「…さすがに荘厳なものであっ 「（立山温泉の）i易にひたりな
13年 の汚れ切った心を た。白衣の神主厳かに祈を上 がら『己はとうとう登ったのだ。

栢＜且つ商大にする げて一 同礼拝。御神酒を救い 一人前の男となることが出来
のである」 て神主の説明に似聴し、…」 たのだ』などと無邪気な誇りを

感じた」

昭和 26号 「百改を威圧する如 しばし神前に脆きし後、馬苛 「有名な束宮殿下御歌 「普通の人なら立山のみで漑
3年 き勇壮な状態の岩 の如き尾根伝い… 碑が立っている」に続い 足すれども吾等は雄山、別

は7fi.;丈の山腹より突 て、歌を記す。 山、姻岳をわずか九時問で征
出している。…登山 服してレコ ー ドホルダーだと
の最も険阻は此処 男らしい誇りを持って家に沿
だろうJ いた」

昭和 28号 「ーノ谷の名所獅子 「神主が居合わせなかったの 「束宮御歌碑の前にて、 「下界は！きたない! fl· い！
5年 が昴に至り、昴に腰 で、J�銭を上げて御神酒を薮 御歌を二唱した時には ああ！」

を下ろせば、追分方 いた。神楽の音を聞かないの 孟気に接触したとでも
面の展望非常によ は一寸物足らぬ」 言うか、実に恒厳な気
vヽ」 分になった」

昭和 32号 記述無し 「預上の祈祷も神々しく廻りの 記述無し 特になし
9年 山々を見渡した時今更乍ら自

然の偉大に胸打たれつつここ
を辞し」

昭和 33号 通らず 「雄山神社の前に額づきて神 「東宮御歌碑の前にて 玄人でさえ黒部渓谷縦走は
10年 楽祈詞の芦も厳かに神主のさ 一 寸休んで」 不可能と迄されていたのに

す御神酒をいただき…J 我々は第一番に征服とは、我
等の大いに跨りとする所でも
あり、魚中登山部として大い
に誇る事が出来る

昭和 34号 記述無し 天候悪く中止 遥らず 「雄山の頂上を極め得ずして
11年 下山するのやむなきに到った

のは如何に天候の為とは云
え、実に残念な事だ」

昭和 35号 記述無し （深霧のため眺望きかず）「発 記述無し 「束久器宮様の足跡をたどっ
12年 音の悪い神主の祝詞が終 たのである。実に光栄に存ず

わった。御神酒をいただいた る次第でありますJ
が冷たきこと氷の如しだ」

昭和 37芳 通らず 記述無し 記述無し 「初めての立山登山であった
14年 が、案内者もなくて、割合難な

＜又面白く、愉快に山々を征
服できた」

昭和 38· 号 通らず （深霧のため眺望きかず）「旦 記述無し（深霧） 「『おれも男だ立山参りした
15年 紀二千六百年奉祝と雄山神 ぞ』とよろこんだ」

社昇格の巌典を社前に祝讃
するとともに魚中の万歳を忘
唱した。おおその歓喜云tまん
ヽて佃．

昭和 39号 記述無し 「最油の雄山神社にぬかづ<J （手品の口頭に歌掲戟） 「我等は遂に多年の宿望で
16年 「大きな自然石に入江 あった立山登山を仕遂げたの

御歌所長の杢になる歌 だJ
『立山の...』が刻んで
あったが大分摩擦して
見取りに＜かったJ

凡例：本表は（第3表）の掲載文献から、 立山登山のものだけを抜き出して、 整理し編染したものである。
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3 砺波中学校

3. 1 学校登山の開始

砺波中学校は、 明治42年、 県内4番目の中学校と

して砺波市に設四された。距離的には立山辿峰から

辿く離れているが、 学校登山としての立山登山の歴

史は、 魚津中学校よりも古い。「校友会誌3号」に

よれば、 大正6年の8月上旬に、 教諭2名が生徒20

名と卒業生1 名を述れて、 立山登山をしている。汽

車内で落ち合い、 汽車で盆山駅まで来て、 あとは徒

歩である。 1 日目は芦絣寺に、 2日目は室堂に、 3

日目は立山温泉に泊まつている。旅行記の筆者であ

る松江教諭は、 そのなかで昨年も立山登山をしたと

古いているが、 これが学校登山であったかどうかは

わからない。また現在のところ、 3号以前の校友会

誌も目にすることができていないので、 大正6年以

前については確かなことが言えない状況である。大

正6年以降、 校友会誌と新11りで確認できた学校登山

記録をまとめたものが、（第5表）である。

砺波中学校における初期の学校登山では、 御旅屋

太作教諭が引率者として名を連ねている。御旅屋教

諭は、 魚津中学校の吉沢教諭と同じく、 栂物学の権

威者として知られるとともに、 登山愛好者でもあっ

た。 大正10年に、 吉沢庄作らが越中山岳会を設立し

た際には12 名の幹::J1:の1人にも返ばれている四）。 ー

方では、 御旅屋教諭は栂物学者として、 登山を自然

観察の没巫な機会としてとらえていた。大正12年の

立山登山では、 初日に千垣へ向かう前に、 生徒 たち

は窃山中学と牒事試験場に立ち寄っている。弥陀ヶ

原では越中平野を見下して御旅屋先生の話をllHいた

り、 室堂では測候所を訪れてむつかしい話をllrlいた

りしている。また、 生徒たちが雄山神社を参拝して

いるあいだ、 御旅屋教諭が五の越に残っていろいろ

な実験をしたとして、 その結果を紹介し、「水の沸

脆点は八十九度。 アルコ ールのは七十度。此処の温

度は摂氏十度五分」(「9号」）と記している。 手記

の最後には、 登山の日程を記したあと、「立山臨地

22 

溝話要項」として、「1. 日本アルプスの成因」を

始めとして、26項目が記されている。 これを見ると、

学術研究の比巫が大きかったことがわかる。 なお、

大正11年の登山目的については「心身鍛練及び登山

趣味の1癸成 」 となっている弐

学術研究を巫視する姿勢は、 その後の登山にも見

られる。 大正13年の立士登山に際しては、 御旅屋教

諭が「盆士山須走口の植物について」(「9号j)と

題して、 須走口を選んだ理由として高山植物が盟臼

であることなどを述べた上で、 須走口の植物を詳細

に紹介している。また、 大正14年には白山登山をし

ているが、 このときにも御旅屋教諭は、「白山登山」

という題で、「今区本校登山隊の迎過した迫は白峰

口旧迫を登り、 最も難険である尾添口に下ったので

ある。眺望諮達、 益山植物の股富なのと、 植物帯の

判然たる白山特色の観察に最良の道を選んだ」とし

たうえで、 白山の植物を詳細に紹介し、 種類は少な

いが「白山には何でも盟窃に生いているので、 この

点は立山では見られない」とその魅力を記している。

昭和2年の白馬岳登山では、 出合龍蔵教諭が「白

馬ケ岳に就て」 (「12号」）と題して、 大孟渓や悶窟

な高山植物、眺望のすばらしさなどを指摘した上で、

「此山は高山の特徴を漏れなく備へている上に、 登

路も比較的完備しており、 且つ頂上の展望も非常に

雄大であるから、 健脚ならずとも、 若人は是非一度

杖を曳くべきであろう」と白馬登山を奨励している。

昭和3年の窃士登山にいたっては、 辻伊作教諭が

「窃士山に就いて」(「13号』）と題して、「俗界に於

いて如何なる権威、 如何なる金力を以てするも、 到

底賠ふ能はざるこの大観を味ふが如きは、 吾人踏破

団が難行苦行の報酬にあらずして何であるか、 登山

者が有する唯一の特権にあらずして何ぞやと絶叫し

たいのである」と記している。このように言われて、

登りたくない者はいるだろうかと思わせられる。 以

上の通り、 砺波中学校では、 伝統的な成人登山とし
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第5表 砺波中学校の登山記録一蕊

時代 掲載文献 参加 弓I率教諭 日程� 行程
生徒

大正 3芳（大7.3.13) 20名， 稲葉・松江 8.6~(3 （汽車）一＞富山駅（徒歩）一芦枡寺（泊）。材木坂→ーノ谷→頃
6年 「立山登山の記」 卒1名 泊4日） 室堂（地獄谷見物、泊）。浄土山一雄山→室堂→松尾峠→立

山温泉（泊）。帰校
大正 5号（大9.7.15) 8名 吉村 7.25~ 出町吹（汽車）→富山吠（徒歩）→芦絣寺（泊）。材木坂一ーノ
8年 「立山登山記」 (3泊4 谷→室堂（泊）。（雨）雄山→地獄谷→松尾峠→立山温泉

日） （泊）。帰校（宮山まで徒歩）
大正 7· 寄（大11.7.15) 8名、 御旅屋、宮 8.5~ 芦餅寺（泊）。材木坂→弘法小屋ー一の谷、その後不明
10年 「立山登山の一 卒2名 岐

節J
大正 8号・（大12.7.15) 13名， 御旅屋、金 8.5~8.S 出町駅発（汽車）―•南富山駅（屯車）→横江（徒歩）一藤橋
11年 「立山頂上の大辰 卒5名 戸 (3泊4 （泊）。材木坂—»一ノ谷→室堂（天茄泊）。浄土山→雄山ー地

望」 日） 獄谷→松尾峠一9 寸山温泉（泊）。横江（屯車）→出町芍。
大正 9号（大13.12.20) 5名、 河合、御旅 7.28~ 出町発→南富山→千垣吠（徒歩）一藤橋（泊）。材木坂→ーノ
12年 「立山登山記J 卒3名 足 7.31 (3 谷→室堂（泊）。浄土山→雄山→地獄谷一

9桑谷（泊）。南富山
泊4日） 駅（解散）

大正 9号（大13.12_20) 19 金戸、商品、 8.4~8.S 出町駅発（正中泊）→米原→御殿場吹→須走村（泊）。須走ロ
13年 「愉快だった窃士 名、卒 鈴木、御旅 (4泊5 八合目石室（泊）。須走→御殿楊駅発→束京駅（車中泊）→帰

名和山1 4名 臣 日） 郷＾
大正 10号（大 14 金戸、辻、 7.28~ 石動吹発一鶴来駅→白蜂（徒歩）一白山温泉（泊）。旧迫五倫
14年 14.12.20)「白山登 名，卒 御旅足 7.31 (3 坂一弥陀ヶ原→室堂（泊）。大汝岳→岩問温泉（泊）。尾添→

山記」 3名 泊4日） 瀬戸野→鶴来（屯平）一出町。
大正 11号（大 23 厚地、金戸、 8.4~8.7 出町吠（汽車）→千垣（徒歩）→ぶな茶屋（泊）。ーノ谷―•室棠
15年 15.12.15)「立山登 名，卒 太田、御旅 (3泊4 （浄土山往復、1白）。雄山→地獄谷（鬼ヶ城崩炭で立山温泉中

山記」 8名 足 日） 止）→追分小辰（泊）。称名川→千垣（冠車）→帰校

昭和 12号（昭2.12.23) 4名 辻・出合 7.28~ 出町駅（汽車）→糸魚） II駅→大所（徒歩）→蓮華温泉（泊）。白
2年 「白馬連辛登山の 7 .31 (3 馬岳→白馬頂上小足（朝日岳・鑓往複、泊）。白馬岳ー•四ツ家

記J 泊4日） 一茄原温泉（泊）。大所ー糸魚川駅→帰校
昭和 13号（昭3.12.23) ？ 辻、あと不明 ？ 新宿駅珀。東京駅発→御殴楊駅一須走―・八合目室益（泊）。
3年 「富士登山記」 窃士山頂→お鉢廻り→下山、あと不明

昭和 14号（昭5.1.25) 10 森田、辻 7.26~ 出町駅発→千垣駅（徒歩）→材木坂→追分小足（泊）。雄山 一》
4年 「立山登山記」 名，卒 7.29 (3 地獄谷一室堂（泊）。雄山→室営ー一の谷→松尾峠→立山温

3名、 泊4日） 呆（泊）。千垣（俎車）
昭和 15号（昭6.1.15) 10 向品、木下、 8.3~8.6 出町吹発→千垣駅（徒歩）→材木坂→弘法小屋（泊）。ーの谷
5年 「立滋縦走記J 名，卒 御旅足 (3泊4 →地獄谷→姻御前小屋（泊）。別山→雄山→五色ヶ原→立山

4名 日） 温泉（泊）。千垣（汽車）。
昭和 16号（昭7.1.15) 9名 御旅屋、木 8.2~(3 出町駅発→千垣釈（徒歩）一材木坂一号L法小足（泊）。ーの谷
6年 「登山部記事・立 下 泊4日） ー地獄谷一錬御前小足（泊）。別山→雄山一浄土ー五色ー立

山登山」 山温呆（泊）。千垣（裳車）

昭和 17号（昭8ふ8) 約10 面品、西JI! 8.3~8.8 出町駅発→上市駅（パス）一極楽寺（徒歩）→男均品（泊）。西
7年 「登山部記字・立 名 (5泊6 大谷―・大日乗越―•室堂小届（泊）e 雄山一

9姻御前小屋（泊）。
山より黒部へj 日） 別山一平蔵谷→池ノ平小屋（泊）。坊主小屋→鐘釣温泉

（泊）。宇奈月（汽車）→帰郷。
昭和 18号・（昭9.1.13) 6名， 尚畠、林 8.2~8.7 西金沢吠（屯車）→白山神社（車・徒歩）ー白山温呆（泊）。白
8年 「白山登山記」 卒3名 (5泊6 山頂上室堂（泊）。御前洛登頂—»平瀬（泊）。白） II→城山

日） （泊）。萩町ー大牧（泊）。帰校
昭和 19恐（昭10.1.13) 7名 高品、林 8.6~(4 糸魚川駅（バス）一平岩（徒歩）一蓮華温泉（泊）。頂上小足
9年 「白馬荻登山記」 泊5日） （泊）。白馬岳→祖母谷温泉一鐘釣溢泉（泊）。黒薙（屯車）→

宇奈月（泊）。帰郷

昭和 20号（昭11-2.25) 10 林、杉森、 8.3~8.6 千垣釈（エンゾン）一・藤柏（徒歩）→称名滝一弘法小屋（泊）。ー
10年 「立山群迄縦走 名，他 小林 (3泊4 の谷ー郊御前小屋（泊）。別山一雄山→浄土山→五色ー・立山

記J 1名 日） 温泉（泊）。千垣（屯平）。

昭和 22号•（昭 7名 小林、門問、 7.27~ 出町吠発→小滝（自動車）→平岩（徒歩）一蓮華温呆（泊）。T頁
12年 12.12.25)「白馬・ 田子 8.1 (5泊 上小屋（泊）。祖母谷温泉（泊）。仙人岳一湘池ノ平小屋（泊）。剣

立山縦走記」 6日） 沢—»姻澤小屋（泊）。別山→雄山→称名小足（自動車）→千垣

昭和 24号（昭 ？ 中品、木下 7.27~30 出町駅発（汽車）一粟巣野吠（徒歩）一称名新迫一追分小屋
14年 14.12.25)「立山登 (3泊4 （泊）。ーノ谷ー地獄谷ー別山乗越小屋（泊）。雄山→五色→

山記」 日） 立山温泉｛泊）。粟巣野（屯車）一》帰宅

昭和 25号,(昭 12名 木下、切田 8.1 ~8.4 福野釈発→白山下（自勅車）→ーノ瀬（徒歩）—»室笙（泊）。頂
15年 15.12.28)「白山・ (3泊4 上ご来光一•一ノ瀬（自動車）ー白蜂（徒歩）→勝山吹（屯車）→

永平寺•安宅巡 日） 永平寺（泊）。福井市内見物一升片山津（泊）。安宅関（バス）→

凡例：本表は砺波沿i校所蔵の旧制砺波中学校校友会誌に品された登山記録を、 整理し紺集したものである。
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てだけでなく、 学術研究の機会としても登山を奨励

していたといえよう。

砺波中学校の場合は、 父爵や教諭の送迎を記した

記事がほとんとない。 車中で落ち合ったり、 乗換駅

で染合している。 これは、 生徒の自宅が広範囲に分

散しているために、 ーカ所に梨まって送迎の儀式が

できなかったことも考えられる。 ー方で、 大正11年

の登山記には準備するものとして「オ合笠（砺波中学

校登山隊卜杏ス ）」（「8号』）と記されている。 この

ような但し杏きは、 大正11年と大正14年にもみられ

る。 また、 雄山山頂で、 砺波中学校の万歳をする光

娯もしばしば記されている。 このようなことから、

参加者には、 学校行事に参加しているという意識と

砺波中学校の名巻を担っているという意識が強かっ

たと思われる。

3.2 学校登山の展開

窟山中学校や魚津中学校と比べると、 開始時期は

ひけを取らないが、 登山活動が活発になっていった

とは言えないようである。（第5表）を見ると、 各

山への登山回数は、 立山が12回、 白山と白馬岳が3

回、 窃士山が2回となっており、 これら以外にはな

ぃ。。 『校友会誌16号」から登山部 記事として記録さ

れていくが、 登山部として独自の発展をしていった

ようにはみえない。

砺波中学校では、 のちのちまで教諭側の主蔚によ

って、 夏期休暇に登山が計画されたようである。 昭

和5年の登山記には、「登山者硲梨の掲示が出た。

嗚呼！立山だ！ 一度は登山したいものだ、 と菩て心

に潜んでいた望みを、 今年こそ果たしたいものであ

る。」(「15号』）と記されている。翌年の登山記にも、

「本年度も例年の如く御旅屋先生及び木下先生が先

頭に立たれて、砺中生一行の立山登山が決行された。

唯辿憾なことは応硲者の例年に比してはなはだ少な

かったことだ」(『16号」）と記されている。 また、

昭和10年の登山記には、「立山登山者硲染！控所に

この掲示が出された時、 我等どんなに小躍りして喜
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んだ事であろう。 永年の希望を果たす機会が終に到

来したのだ。 僕はこの登山を痛快に又容易にせんが

為、 二日問の医王登山と、 五日1サ］の能登一周自転車

旅行を敢行し、 以て他全なる身体を築いたのであっ

た」 (『2 0号」）と、 森集が始まつてからトレ ー ニン

グを始めている様子が記されている。

昭和12年には、 5 泊6日の長期にわたって、 白馬

岳から立山への大縦走を行っているが、 このときの

参加者の中には「『大金を費やし、 何が故にわざと

身を苦しめにこんな所に来たのであろうか、 一坪の

こと海水浴に行ったらもっと楽で面白かろう」と愚

痴をこぽすものもあった。」(「22号』）ことからも、

登山初心者が混ざっていることがわかる。 また、 こ

のときには、「校長先生、 引率先生より登山迫徳並

びに仔細なる諸注意を承り…」とも記されており、

登山経験者への対応とは考えにくい記述が見られ

る。

以上のことから、 砺波中学校の登山部は独自の発

展をしたとは認めにくいが、 立山登山はずばぬけて

回数が多く、 特別に扱われていたことがわかる。

残念ながら、 昭和16年以降の記録がないために、

その後のことは不明である。 砺波中学校でも、 戦後

まもなく山岳部が創設され、 また一般生徒から希望

者を硲って立山登山も複活した。

3.3 立山登山の変様

大正1 0年までは、 盆山駅から徒歩で、 1日目は芦

絣寺に、 2日目は室堂に、 3日目は立山温泉に宿泊

という3泊4日の日程がほとんどである。 大正10年

以降、 鉄道が利用できるようになると、 1日目の行

程が追分小屋までに延びるが、 2日目以降は同じま

まである。 ところが昭和 5 年以降は、 錬御前小屋を

利用するようになって、 別山から五色ヶ原までの縦

走を緑り返すようになる。

砺波中学校の立山登山には、 窃山中学校や魚津中

学校にない特徴が3つある。 第1は、 往路で利用す

るコ ー スが、 他の2校は称名新迫を大正期から利用



しているのに対して、 砺波中学校は、 昭和6年まで

本道の材木坂を利用していることである。 昭和10年

でも「我等の計画は立山本迫より登る筈の所、 雨天

の為称名新道に変更した」(『20号」）とされ、 材木

坂への強いこだわりが感じられる。 大正12年の手記

には、「伝説に名高い禿杉を見逃すはずがない。材

木坂の材木石も見た。 併し科学上の説明をされては

ビールの気の抜けたも同然。」(『9号J)という表現

がある。 大正15年の手記にも「それも科学的説明を

加えれば、 安山岩の柱状節理材木石である。」(『11

号』）とあったり、 昭和 4 年の手記にも「科学に正

せば之れ安山岩の六角柱状節理によりて生じたる現

象とか」(「14号j)とあるなど、 材木坂で科学的説

明がなされていたと思わせる記述がある。 その他に

も、 材木坂では大木の天然林にふれる一方、 女人禁

制の伝承にふれるなど記述が詳しくなっているもの

が多い。 厳しい登りであったことも関係して、 材木

坂の印象は強かったようだ。 教諭側も、 この箇所が

立山の学習に好適な場所だという考えがあったので

はないだろうか。

第2は、 ーの谷・獅子が島の記述が、 他の2校で

は昭和9年からなくなっているのに対して、（第6

表）からもわかるように、 砺波中学校では昭和14年

までみられ、 ーの谷・獅子が．鼻へのこだわりが感じ

られる。 実は、 ーの谷について、 同校には有名な語

り草があった。『校友会誌7号」 には、「立山登山の

一節」と題して、 御旅屋太作教諭が大正10年10月2

日の記念修投会で語った、 ーの谷徒渉の冒険談の一

部が掲載されている。「諸君！本日の行啓記念日修

投会、 今IL、 立山登山隊が苦辛惨胆を苔め、 一 陪印

象を深からしめた一の谷激流徒渉の一節を修投の一

端として談じて見せましょう。」という冒頭に始ま

って、「ここ（ーの谷）を通過せねば、 男子として

立山登山したと誇る気になれない名所、雨がふれば、

ーの谷、 二の谷は激流に変じ、 とても通れない所で

ある」として、 ーの谷が立山登山路中汲も雑険なと

甜木三郎／旧制中学校における立山登山の歴史

ころであるとともに、 立山登山に欠かせない楊所で

あることを力説する。 そして、 自分が以前に登った

とき大雨のため一の谷を通らなかったためにずっと

恥ずかしいような気がしてきた体験から、「天候と

はいいながら通過できぬとすれば、 隊員に申し訳な

い」と思っていたところ、 あいにく風雨が強まり途

中で引き返す事も出来ない状況になって一の谷徒渉

を敢行した。 しかし幸いにも、 隊貝 ー同が勇敢に沈

沿に行動したおかげで無事に徒渉を完了することが

できたという内容であった。昭和5年の手記に「見

れば立山路中最大難所、 往年御旅屋先生一行巡難の

ー の谷にして鉄鎖千丈其の険言う可からず」(「14

号」）とあることからも、 この話は同校の語り草と

なっていたようだ。 ーの谷徒渉は同校の立山登山に

欠かせないものとなっていたのであろう。

第3は、 玉殿の岩屋の記述が、 他の2校では全く

見られなかったのに対して、 表6からもわかるよう

に、 砺波中学校では2カ所にみられることである。

大正12年のときには、「 …山の神主さんに引っ張ら

れていった」とあるが、 御旅屋教諭からの依頼があ

ったと思われる。 昭和6年の手記には、 鍍御前小

屋目指して登っているときに玉殿の岩屋が見えたと

あるが、関心がなければ印象に残らないはずである。

材木坂における女人禁制の記述が多いことなども含

め、 砺波中学校の立山登山は、 かつての禅定登山の

面影を色浪く残してもいたといえよう。

以上のことをまとめると、 砺波中学校の立山登山

は、 成人登山という側面とともに自然及び人文分野

の学習の機会という側面が強く、 スポ 一 ツとしての

側面が弱かったといえよう。 そのため、 代表的なコ

一スを一度体験しておけばよいということで、 同じ

ようなコ ー スが繰り返し計画されたのであろう。換

言すれば、 登山は見聞を広めるための一方法であっ

たともいえよう。昭和15年の登山記が「白山・永平

寺• 安宅巡り」となっているのも、 そういう趣旨の

ー変であろう。
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第6表 砺波中学校「校友会誌」の各立山登山記にみられる各所の記述

時代 校友 獅子が凡 玉殿の岩足 雄山神社 ニの越（歌 下山時の感想・恕度
＾コ吐""-' 碑）

大正 3号 少し油断するとづるづると 炎しい小砂利などを敷き詰めていと
6年 ばかり滑り落ちるので気が 荘厳なありさまである。

気でない。

大正 5号 その先に立って見下すと 記述なし 頂上は狭く、央しい石などが布かれ ああ楽しかりし四日の旅よ。
8年 心身自らおのの＜程である てあった。一度此処より俯緻せば、 厳しく立っ立山の男姿を車

急転直下の大絶墜に澁しも心戦か 窓より眺めて、我等は斉しく
ざるはないだろう。 淋しい心持ちになるのであっ

た
大正 9号• ーの谷から獅子が兄へと 伝説に名的 頂上の雄山神社に参拝して御神酒 南宮山で我が登山防の解踪
12 鎖に鎚り、岩にしがみつい い名店い玉 を一杯宛頂疫した。その時分の愉 式をいと簡単に行って、もろ
年 て、天下の絶墜を宋じ、ど 没窟を見物 快さ、荘厳さ、将又雄大さ、とても文 ともに帰宅した。供等はこれ

うにか獅子が凡の薙関を にお山の神 泡家でない私共の述べ尽くさるるこ であの愉快な立山登山を断
突破して 主さんに引っ とでない。 念はしない。まだ別山も錬山

板られていっ も残っているから。
Iヤ

大正 11号 獅子が凡によじ登れば眼 記述なし 参拝をすませI..、婦途に就く 二の越の大 名残は尽きねども足は千垣
15 界は再び開け、・・・人々の 自然石には 駅に向かっていた。
年 心には只歓喜そのものより 束宮殴下の

は何ものもないのである。 立山の御歌
が刻まれて
ある。

昭和 14号· 記述なし 記述なし 訳もなく涙がこぽれた••匹円より迫 記述なし 秀泥なる立山よ北浪を俯敵
4年 る盆気は梵愕すぺき大自然の幽玄 するもの、之に注くもの皆白

と相まつて身にひしひしと迫る 岳と共に永劫なれ！！俣ら
は心に斯＜叫びつつ油山の
早緑に別れで屯鉄に身を寄

Iキャ．．．
昭和 15号· 獅子が茄を仰げば1合も吼 記述無し 神盆大手力雄命、伊弊諾忍の大＿ 束宮殴下御 再び俗界にもどって煩悩を
5年 え叫ぷ獅子が砿丈の山股 柱にぬかづく。この感社雄山神社 歌碑を拝 起こすのか等と語りつつ、ア

より西に向かって唸り立っ は・・・いと荘厳に兄受けられた す。（以下 ルプスの仙度を迫栞した。
ている様だ。又其の品端 歌記す）
に立って一ノ谷を俯下す
れば神自ら戦き、寿命も
縮む様な気がする。

昭和 16号 下は念天直下ーノ谷だ。 鍍御前小届 五の越で記念振彩し又雄山神社に （浄土山で） 首尾よ＜立山頂上を征脈し
6年 実に天下の奇硯だ。 目指して登 参拝した。 行乱IJ生一行 て来たのだと言う、征服欲を

る。••玉殿の が東宮殴下 充たした一種の誇らしさを感
岩足も兄える の御歌を じた。

咆っている
のが問こえ
てくる＾

昭和 17号 通らず（大日方血からのた 記述無し 烈凪柔霧中に雄山神社に参拝し、 記述無し 私逹は、この造コ ースをよ＜
7年 め） 五の越に記念振彩をした。 無事で通り抜ける事の出来

た事を限りなく喜ばずには居
られなかった。と同時に又、
•••かの天飯を征服した、そ
の征服の喜にlitらずにいら
れぶかった

昭和 20号 岩の一染に立って一ノ谷 記述無し 神官によって一行の安店が祈願さ 二の起に王 終列車で一路、哲しの別れ
10 を俯認する時、心身戦き、 れ、ついで神社の神体及び紐起、 りて東宮殴 を告げた嵌かしの我が家ヘ
年 身の毛もよだち、寿命の 社殷の歴史、社格の昇進、•••長々 下御歌碑を と返進した。幅光郷こて校長

縮む思いがするが、（医王 と語られるをf頑聴し、神酒を政い 拝す。•••後 先生のお迎えを受け恐縮の
山の）Iほケ岩·のそれより た。この時ばかりは冥に盆蜂立山の 半は判流で 至りであった
は、一段と劣っている。 神孟の埓きを感ぜざるを得なかっ きない程で

た。 ある

昭和 24号 奇妙なる自然炎の獅子が 記述無し 神官の我々一行の雄山巡りを寿ぐ 記述無し 四日問の立山登山もここに
14 §:tiこ梵喫して、薙路を鉄 祝詞明疏の芦は、折柄の朝風に、 全く終わるご 家への、友への
年 鋲にて登り、… 白芸去来の中に朗々と流れ、神厳 土産はドシドシ買われる。

の気体内に面る。鋭いて呈軍の武
運長久の祝詞奏上、終わりて社前
に於いて木下先生の音頭にて天！こ
も容けと砺中の万歳三唱、又遥か
四方、大陸に有りて翌戦の第 一緑
に活躍の凸軍将士に対しての万歳
を寒気烈々の中に唱ふ。

凡例：本表は（第5表）の掲載文献から、 立山登山のものだけを抜き出して、 整理し編媒したものである。

26 



蒻木三郎／旧制中学校における立山登山の歴史

4 高岡中学校

高岡中学校における学校登山については、 同校

の泉治夫教諭が、 校友会誌『古城」の分析を通し

て、「i\::j岡中学・高f;ij硲校百年史』エに詳述してい

る。 そのため、 本秘では筒単にふれるにとどめた

ぃ。 同校の登山記録をまとめたものが、（第7表）

である。 同校 における学校登山の1荊始について、

泉教諭は、 大正10年7月14日の職只会議録に 「告

知。 職只二金山計画アラバ有志生徒ヲ硲染シ同行

スル様大二奨励アリタシ」とあるのと、 当時の新

聞記事の内容から、 この年の白山登山が、 同校に

おける学校登山の最初であったかもしれないと記

している。 同校では、 大正10年、 陸上競技部に徒

歩部が新設されている。 徒歩部の行事として、 登

山が計画されたことが考えられる。 登山目的につ

いては、 大正11年の場合、 白馬方面、 立山黒部方

面とも 「心身鍛練」としている�G> 。 その後、 大正13

年に富士登山が行われた以外は、 立山方面か後立

山方面で登山が行われている。

昭和5年には、 雄山山頂で、「谷澤先生の発声で

にj中万歳』三唱」し、 紺りの高岡駅では、「諸先

生の御迎えにて皆光栄身に余り、 …」婦路につい

ている cr2s号j)。 また、 昭和 6 年の手記の泣後に

は、「永劫に二度とない此の旅よ。 すべて思い出の

ーくさりであり、 今をきらめく天然兵珠の一 粒よ

りももっと胞い。 それは我々の若き日の魂である。」

と記されている。 昭和10年の手記にも、「我等四十

余名は、 多数先生父兄の御見送りをうけて、 意気

軒品、 立山登山の途に位j岡駅を出発」とあり、1硝り

には千垣で土産を沢山買っている。そして泣後には、

「この立山登山という美しい思い出の絵巻物、 私等、

学生時代の愉快な、 しかも美しい思い出となるであ

ろう」と憾想を記している。これらの立山登山には、

学校行事の一環であるという意識と、 成人儀礼とし

ての登山であるという慈識が出ている。 訟j岡中学校

では、毎年行われていたかどうかは確認できないが、

頻繁に立山登山が計画され、 生徒たちも成人儀礼と

して参加していたことが窟える。

ー方、 訟j岡中学校で山岳部が独立して活動するよ

うになったのは昭和 8 年からとされている。 頴問は

砂田英吉教諭であった。 複数の登山計画が立てられ

ていることが多いが、 一つは山岳部生徒用、 他が一

般生徒用であったと思われる。 そして一般生徒用と

して、蚊も多く計画されたのが、立山登山であった。

なお、同校山岳部は、 昭和14年には、燕岳から柏ヶ

岳を縦走して上高地へ下り、 さらに焼岳へ登り安房

峠を越え平湯へ下るという厳しい大登山を決行する

までになっている。

ところで、 高岡中学校の手記には、三の越にふれ

たものが一つもない。 また、 昭和18年の立山登山は

参加者が40名で、 希望制による参加と思われ、 証山

中学や魚津中学のように強制ではないように思われ

る。 これらのことから、 高岡中学校では、 立山を天

皇制教育に利用しようという姿勢は弱かったといえ

よう。

5
 

その他

神通中学校は、‘函山市内の2つ目の中学校として、

大正9年に1m校した。 同校ではl,f]校当初から、 他校

で実施されている1週問程度の修学旅行は行わない

こととし、 その代わりに校友会に辿足部を設けて、

夏期休暇に迫足部として生徒有志を硲狛して、 辿足

部の幹事（先生）が引率して旅行に出ることに決定

した。 その後、 登山熱が盛んとなってきたので、 批

勝の地を遥んで旅行することよりも、 登山プランを

立てて硲染することになり、 主として立山が選ばれ

た。 3年生以上から硲染し、 厳格なる医師の診断に

r
/

 
?l
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第7表 高岡中学校の登山記録

時代 掲載文献 参加生 引率教諭 日程 山中の行程
I往

大正 戟員会琺録、『百 不明 不明 8.15~18(3 野々市一潅鶴木→桑品（泊）。ーノ瀬温泉（泊）。白山登預
10年 年史』 泊4日） →ーノ瀬温泉（泊）。白鋒一越前勝山ー福井一高岡

大正 職旦会磁録、『日 不明 不明 7.26~30第1 1班＝白馬（糸魚川泊。蓮華温泉泊。白馬山頂一宿泊不
11年 年史』 班（白馬方 明。杓子・鹿品槍一匹；；屋。大町一高岡。）

面）、8.6~10 2班＝立山黒部（立山温泉泊。室堂泊。別山一剣沢一池ノ
第2班（立山 平小屋泊』 敬釣温泉泊。愛本一三日市一高岡）
黒部方面）

大正 21号（大正 3名•他 河合・加藤 8.5午後2時 商岡駅（車中泊）一大月ー吉田ロ ー室堂（泊）。窃士山預
13年 13.12.15)「富士 1名 発~8.9? 一須走、

登山記I
大正 尚岡新報 立山登山とのみ
14年 （大14.7.8)
大正 面岡新報 約20名 巣山校長・梅 8.1~8.4(3 弘法茶屋（泊）。至堂（泊）。雄山→五色ヶ原→立山温泉
15年 （大15.8.1) 原・大村・山 泊4日） （泊）。松尾峠ー►帰校

昭和 『百年史』、写真 9名
2年

梅原ら3名 ？ 不明

昭和 富山日報 28名、 梅原•砂田・ 7.25~7.29 黒部方面―•白馬岳→蓮華温泉
4年 （昭4.7.31) 卒3名 大村ら6名
昭和 25号（昭5.12月） 23名 谷澤•上田 3泊4日 藤橋→称名新道→弘法茶屋（泊）。獅子が昴→室堂
5年 「立山登山記J （泊）。雄山→浄土山→五色ヶ原一»立山温泉（泊）。帰郷。

昭和 『百年史』、写兵 約30名 梅原ら数名 白馬岳登山、ルー ト不明、写琴有り
5年
昭和 26, 号（昭6.12月） 25名 梅原ら数名 8.1~(3泊4 藤橋→称名滝—»弘法小屋（泊）。ーの谷→地獄谷→室棠
6年 「立山登山の記」 日） （泊）。雄山→五色ー9立山温泉（泊）。帰校

昭和 27号（昭7. 12 20数名 2班梅原、1班 7月24日~3 剣岳登預→雄山→五色ヶ原→立山温泉へ、5名は平小屋
7年 月） 不明 0日(6泊7 （泊）。針ノ木峠小屋（泊）。針ノ木雪渓—»大出—»長野

「立山登山」 日） （泊）。商岡へ

昭和 28号（昭8. 12 7名 近藤•砂田 7月25日~3 宇奈月（トロッコ）→鐘釣（徒歩）→祖苺谷（泊）。唐松小屈
8年 月） 1日 （泊）。（暴風雨で同泊）。鹿島袷ヶ岳→冷池小屋（泊）。針

「登山日記」 の木岳—»針ノ木小屋（泊）。平小屋→五色ヶ原→立山温
泉（泊）。帰郷

昭和 30号,(昭10_12 40余名 大久保•他不 7月25日～ 千垣（トロッコ）→藤橋（徒歩）→称名坂→追分小届（泊）。獅
10年 月） 明 (3泊4日） 子が昴ー地獄谷→姻御前小屋（泊）。雄山→五色ヶ原ま

「立山登山之記J たは室堂→立山温泉（泊）。藤橋（トロッコ）一千垣。

昭和 31号（昭11.12 約30 砂田・徳山・ 7月26日~2 千垣（トロッコ）一藤橋（徒歩）→称名峡—»大日平小屋（泊）。
11年 月） 名、卒3 深田•関根 9日(3泊4 姻御前小屋（泊）。別山→雄山→立山温泉（泊）。廂郷

「立山登山1 名 日）
昭和 宮山日報 1班14 1班鈴木、2班 7月26日~3 1班は立山へ。2班は立山・姻へ。
12年 （昭12.7.13) 名、2班 大久保・滝J 11 0日

『百年史』 7名
昭和 33号（昭14.2.28) 11名 大久保・鈴 7月24日~2 宇奈月（軽便鉄道）→奥鐘釣（徒歩）→祖母谷温泉（泊）。
13年 「山岳部」 木・粟田 8日 唐松小屋（泊）。白馬頂上小屈（泊）。白馬岳→蓮華温泉

（泊）。小瀧ー，糸魚川→商岡

昭和 34号,(昭15.2.25) 不明 大久保、あと 7.28~8.2 商岡→長野→松本（旅館泊）。ーツ瀬一»イ言漿坂下—»中戻
14年 「燕拾縦走記」 不明 （五泊六日） 温呆→燕山荘（泊）。燕岳―>袷ヶ岳屑山荘（泊）。袷登頂

→（雨で穂高断念）一上涵地（泊）。焼岳→安房峠→平楊
泊。商山（汽車）→商岡。

昭和 35号（昭16.3.3) 10名未 大久保 4泊5日 称名坂一追分小屋（泊）。雄山→姻御前小屋（泊）。（恋天
15年 「弥陀ヶ原から立 深 候で同泊）。悪天候で姻をあきらめ池ノ平小届（泊）。鐘釣

山預上へ」他 （軌道）→宇奈月ー沿；岡

昭和 『百年史』、36号 ？ ウ 粟巣野→称名坂→天狗平小屋（泊）。至棠→雄山→姻御
16年 前小屋（泊）。剣岳登頂

昭和 北日本（昭 1班は立山へ。2班は姻馬部へ。3班は後立山 c

17年 17. 7.4)

昭和 『百年史』 40名 長沢・岩井・ 8月7日~(4 称名坂→弘法小屋・造分小届（泊）。室堂（泊）。雄山一別
18年 野崎 泊5日） 山一＞室堂（泊）。松尾蛛―>立山温泉（泊）

凡例：本表は翡岡面：j校所蔵の旧制邸岡中学校校友会誌に記された登山品録と、 学校登山に関する新聞品事と、

饂岡中学· 悩岡碍校百年史」(;•認岡蒻等学校編）の登山史部分を整理し編集したものである。



より厳選し、 毎年20名ほど参加した。 体力の弱い生

徒或いは低学年の生徒のために黒部渓谷の計画も立

てられた271 。 しかし残念ながら、 同校の校友会誌に

は登山記録がほとんど掲載されていないので、 詳細

は不明である。

数少ない記録の中で注目されるのが、 昭和 15年

の記録である28)。 2年生約80名が1泊2日で立山登

山を行っている。 粟巣野駅まで這車で来た後、 称名

滝を経由して1 日目は天狗小屋に宿泊 している。 2

日目は、 雄山登頂だけを果たして下山している。 ー

方この年には、 前述の記事とは別に、山岳部の記録

として3泊 4 日の立山登山記が記されている。 2年

生の立山登山は、 参加人数といい短い日程といい異

例の登山であり、鍛錬を目的としたものと思われる。

なお、 前年の昭和1 4年の新聞にも、 2年生80名が1

窃木三郎／旧制中学校における立山な山の歴史

泊2日で立山登山を行い、 雄山神社で国威宣揚と戦

線将士の武迎長久を祈ったと記されている叫

射水中学校は、 昭和2年、 新湊市に開校した。 昭

和13年度の校友会誌まで確認できたが、 学校登山に

ついては、 昭和5年度に立山登山を行ったとする記

録がある30〉以外は、記録らしいものは見あたらない。

しかし、 同校発行の「50年のあゆみ』には、 昭和14

年以後、 3年生が7月末に立山登山をしたと記して

ある31) 。 また同杏には、 同校第15回生の津浦成允が、

昭和18年に行われた3年生の時の立山登山に参加し

た思い出を寄せている3:?) 。 太平洋戦争前後から立山

登山が何回か行われたことはまちがいなかろう。

氷見中学校も昭和2年、氷見市に開校された。しかし

学校登山については、 昭和11年に立山錬登山を行っ

たとする記録以外は、現在のところ見あたらない33) 。

おわりに

本稿では、 盆山県内の旧制中学校における学校登

山の歴史をみてきた。 その登山記録の多くが生徒の

手によって詳細に記されており、 多くのことを私達

に教えてくれる。

それぞれの学校によって、 特色があることもわか

った。 宜山中学校は、 学校登山としては泣も古い記

録をもち、 大正4 年以降毎年立山登山が計画され、

成人登山の性格を誤彫にもっていた。 しかし、 しだ

いに登山愛好者もふえて、 昭和8年以降、 立山登山

のほかに、難しい登山計画も立てられるようになり、

昭和15年頃からは、 山岳部としての実質的な活動が

展開されていった。 魚津中学校は、 学校登山の開始

という点では富山中学校よりも遅いが、 山岳部とし

ての独自の活動は早かった。山岳部は多彩な活動を

展開したが、 初心者用として立山登山も繰り返し計

画された。 砺波中学校は、 学校登山の開始という点

では富山中学校に次ぐが、 山岳部としての発展は見

られない。 教師主迎による立山中心の登山計画が継

続され、 成人登山という側面とともに、 自然観察も

大きな目的となっていた。 高岡中学校の学校登山は

魚津中学校と同時期に始まり、 山岳部としての独自

の活動も活発に行われた。 富山中学校や魚津中学校

のような強制による立山登山は行われなかった。

学校登山のなかで最も多く計画されたのが、 立山

登山であった。 旧制中学校の生徒にとって、 立山は

あこがれの山であった。 参加者は少なかったが、 こ

れは費用がかかることと健脚でなければ行けないと

されたからだと思われる。 手記を読めば、 当時の立

山登山がいかに大変であったかがよくわかる。 交通

の便がよくなったとはいえ、 麗から徒歩で登ること

に変わりなく、 山中の宿泊設備も不十分のままであ

った。 それだけに達成したときの喜びは大変なもの

であった。 手記の多くが、 これが最初で最後の立山

登山であるかのように記されており、 その思いがい

っそう感慨を深くしたのであろう。

しかし生徒たちは、 ただ達成感だけで満足したわ

けでない。 立山山頂からの眺望のすばらしさに感嘆

し、 原始のままの自然の神秘に心蒋われた。 この体

29 
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験から、 山好きな若者が多く生まれていった。 当時

の青年か未知の自然にあこがれ、 果敢に入り込んで

いった行動力には目を見張るものがある。

引率教諭たちの貢献も見逃すことはできない。 学

校登山の多くは、 教諭たちによって計画され、 生徒

に参加を呼びかけて実行されてきた。 彼らの登山の

目的は、 鍛錬や学術研究やスポ 一 ツのためなどさま

ざまだが、 彼ら自身が生徒との登山を楽しんでいる

様子が伝わってくる。 なかには無謀と思われる計画

もあったが、 冒険心が上回っていたようだ。 それに

もかかわらず事故が少なかったが、 それはガイドの

おかげである。 山を知りつくしたガイドの果たした

役割は大きかったと思われる。 また、 卒業生からも

希望者を硲っていることや、 旅行先で卒業生の世話

を受けることもよく見られるなど、 卒業生とのつな

がりの深さも注目される点であろう。

ー方、 大正末期から昭和初期にかけて、 査本主義

の急速な発展を行娯に、 民主主義思想と社会主義思

想が徐々に広まつていった。 このような時代の潮流

のなかで、 国民教化のための迫徳教育がいっそう強

化されると同時に、 その撤底を期すために宗教的栢

採の涵投の必要が考慮されるようになり、 昭和10年

に、「宗教的l羽操ノ涵投二l児スル留意事項」が文部

次官通達としてだされた。「このような宗教的梢採

の必要性という気迎にのって、 学校教育のなかに、

国家神道的要索を一気に祁入し、 国家慈識と民族意

識を強調」することがすすめられた3-l) 。 昭和12年の

日華事変勃発によって戦時体制に突入すると、 政府

は、組織的な国民述動として「国民栢神総動員巡動J

を展開し、 神社参拝などをいっそう奨励した。「神

社参拝は、 尽忠報国の桁神涵旋という面で重要であ

ったのである。」お）

そのころ富山県では、 富山県知事を名巻会長にす

えて、 雄山神社の昇格迎動が大々的に展副されてい

た36)。 そのときの論理は、 天皇が「立山の御歌」で

30 

そのすばらしさを認めているのに、 まだ県社のまま

であるのは納得できないというものであった。 その

迎動の甲斐あって、 昭和15年の紀元2600年を記念し

て、 雄山神社が国幣小社に昇格した。 このころから

雄山神社への参拝が急増するのも当然であろう。 県

内の多くの中等学校でも、 昭和15年に、 紀元2600年

記念と雄山神社昇格を記念して、 立山登山が実施さ

れている。

ー方で、 昭和14年の「青少年学徒二賜ハリタル勅

語」発布を契機として、 i炉少年にいっそうの恋起を

求める動きが強まっていった。 神通中学校や射水中

学校で鍛錬として、 学年単位で立山登山が行われた

のには、このような秤娯が関係していると思われる。

このように戦時下になると、 立山登山が、 鍛錬を

かねて、 県内の代表的な神社として認められた雄山

神社の参拝そのものを目的として行われるようにな

り、 それまでの登山とは全く性格の異なるものとな

った。 立山は、 それぞれの時代の教育の要諮に応じ

て、さまざまな利用のされ方をしてきたといえよう。

その際、 匝生省による匝生述動・健民迎動の展開の

中で、 国立公園が一般国民の心身鍛綽の場として利

用されたことで、 立山への登山者が増えたという指

摘も考駆する必要があろう371 。 単に学校だけで立山

登山が地えたのではなく、 一般的に立山登山への1月

心が記jまつていったという点もふまえて、 今後検討

を深めていく必要があろう。

かつての立山と現在の立山では、 環挑も大き＜変

わっている。 かつての脊年と立山との関わりは、

我々の想像をはるかに超えている。 それゆえ、 彼ら

の手記は、 窃山県民と立山の閃わりを考える際の毀

重な証言となるであろう。 今回取りあげた学校以外

にも、多くの学校で立山登山が行われてきたことは、

当時の新l:!:Hからもわかっているが、 調査不十分のた

め、 検討することができなかった。 今後も査料発見

に努めたいと考えている。
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